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Ⅰ 事業の取組の概要 

本会は、平成 31 年 3 月に「岩手県社会福祉協議会活動計画 2019-2023」を策定し、本会の基

本理念である「地域福祉を推進し、誰もが住み慣れた家庭や地域で、共に支えあい、自分らし

く、安心して生活することのできる、豊かな福祉社会の実現」に向けて、令和元年度は活動計

画の初年次として各種の事業に取り組みました。 

１ 県民の生活課題の解決 

① 生活課題を抱える住民の支援

〇 高齢化の進展により、単身高齢者、高齢者のみの世帯の急増、人間関係の希薄化が課題

となる中、住民が抱える生活課題を把握し解決するための仕組みづくりを行う、地域福祉

活動コーディネーター（ＣＳＷ）を新たに 36 人養成するとともに、コーディネーターが各

地域で地域福祉の視点を取り入れた実践が行えるよう継続研修会や、支え合いマップ・イ

ンストラクターの養成講座等を開催しました。

〇 県内市町村社協は、介護保険事業の経営や職員人材の確保・育成など、複合的な経営課

題を抱えているため、社会福祉法人としての市町村社協の理念と、理念を実現するための

基本方針、中期的な組織や財務、事業運営の方針を明らかにする「市町村社協中期経営計

画」を全ての市町村社協で策定することができるよう「市町村社協中期経営計画策定ガイ

ドライン」作成に向けた取組を進めました。 

〇 県内市町村社協による市町村社協災害時相互支援協定を締結するとともに、県内市町村

社協職員による災害対応初動チームを編成（48 人登録）しました。 

〇 低所得者、障がい者又は高齢者に対し、生活福祉資金の貸付と必要な相談支援を行い、

経済的自立及び生活意欲の助長促進を図り、安定した生活が送れるよう支援しました。 

 また、新型コロナウイルス感染症の影響による休業等で、生活資金にお困りの方を対象

に令和 2 年 3 月下旬から緊急小口資金等の特例貸付を行いました。 

〇 介護福祉士又は社会福祉士の資格取得を目指す学生に対し修学資金を貸し付ける介護福

祉士修学資金等貸付事業をはじめ、保育士修学資金貸付等事業、ひとり親家庭高等職業訓

練促進資金貸付事業及び児童養護施設退所者等に対する自立支援資金貸付事業により、介

護人材の養成と確保、就職・就労の支援や自立の促進を図りました。 

〇 社会福祉法人が種別を超えて連携・協力し、制度の狭間にいる方々の自立を支援する新

たなセーフティネットとしてＩＷＡＴＥあんしんサポート事業を 82 法人の参画を得て実

施し、生活困窮世帯等に対し 129 件の支援を行うとともに、中間的就労の場「就労準備ボ

ランティア」や子どもの居場所「フリースペース」を実施しました。

〇 生活困窮者自立支援法に基づく自立相談支援事業及び家計改善支援事業を雫石町、葛巻

町、岩手町、紫波町及び矢巾町で実施し、自立支援プラン及び家計再生プランの作成を通

じて生活困窮者の自立生活の促進を図りました。 

② 住民の権利擁護と福祉サービスの利用支援

〇 認知症、知的障がい、精神障がい等で、判断能力が不十分な方に、福祉サービスの利用

援助及び日常的金銭管理サービス等の提供を行うため、12 の基幹社協に業務の一部を委託
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して基幹社協の専門員及び生活支援員が利用者の支援を行うとともに、成年後見制度への

移行を支援しました。 

〇 県内福祉サービス提供事業所における苦情解決の体制整備を支援し、苦情をサービスの

質の向上に生かす取組の促進を図りました。 

③ 民生委員・児童委員の活動支援

〇 民生委員・児童委員の資質向上及び活動支援のため、研修の充実を図るとともに東日本

大震災被災地民児協の訪問支援を行いました。 

④ 東日本大震災からの復興支援と災害時対応体制の整備

〇 東日本大震災被災者の生活を支援するため生活支援相談員 119 人を配置し、支援対象の

4,714 世帯に対し、延べ 104,720 回の訪問等を行ったほか、新任生活支援相談員の研修、現

地事例検討会及び主体形成ファシリテート研修等を通じて相談員のスキルアップを図りま

した。 

また、支援対象世帯のアセスメント基準改訂に基づくアセスメント表 8,078件を集計し、

調査研究報告書を発行しました。 

〇 東日本大震災後に本会に寄せられた寄付金により創設した「災害復興基金」を、本会や

市町村社協が行う被災者支援活動の財源として活用しました。 

〇 県社協災害ボランティアセンター（ＶＣ）設置・運営マニュアルと市町村社協災害ＶＣ

設置・運営マニュアルを改訂するとともに、台風第 19 号災害では、災害ＶＣを設置した７

市町村社協に対し県社協及び市町村社協から応援職員を派遣し運営の支援を図りました。 

〇 災害時に広域的に支援するネットワーク（災害派遣福祉チーム）の体制強化を図るため、

マニュアルに基づく連絡訓練や局内における派遣初動訓練を行ったほか、チーム員を新た

に 18 人養成しました。 

２ 住民の福祉活動の振興 

① ボランティア活動の振興と福祉教育の推進

〇 住民相互に支え合う機運の醸成及びボランティア活動の拡充を図るため、地域で育む福

祉教育推進モデル事業、ボランティア体験㏌いわて及びボランティア出前講座を開催する

とともに、社協ＶＣの役割の明確化と機能強化を図るため、企画委員会や運営委員会にお

いて具体的な取組を検討しました。 

② 情報発信機能の強化

〇 本会機関紙「パートナー」を年 6 回発行するとともに、社会福祉に関する情報や本会を

はじめ会員施設や市町村社協の活動をホームページでも紹介するなどして情報の提供に努

めました。 

３ 福祉人材の養成と確保 

① 福祉人材の養成とスキルアップ支援

〇 福祉サービスを担う人材の確保や育成、社会福祉・介護従事者の資質向上や定着促進の

ためのキャリアアップ等を目的に、経営者及び社会福祉従事者を対象にリスクマネジメン
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ト講座等の研修会を開催しました。

〇 介護施設等及び居宅において、不特定多数あるいは特定の者を対象に適切に喀痰吸引等

を行うことのできる介護職員等を養成することを目的に岩手県介護職員等医療的ケア研修

を開催しました。 

② 福祉人材の確保とマッチングの強化

〇 無料職業紹介所として求人求職のあっせんを中心に、求職者に対しては資格取得や就職

に関する相談や福祉全般の情報提供を行ったほか、「介護・保育・福祉の就職相談会」など

を通じて求人求職のマッチングを図ったほか、福祉の仕事への関心や理解を深めるため、

小学校、中学校及び高等学校等を対象に福祉のしごと紹介事業（出前講座）を開催しまし

た。 

〇 福祉・介護人材の確保を目的に、県内に 7 人のキャリア支援員を配置し、求職者へのき

め細かな相談支援を行うとともに、福祉施設・介護事業所訪問による求人開拓と、働きや

すい職場づくりに向けた指導・助言等を行いました。 

〇 保育人材を確保するため専任コーディネーター2 人を配置し、求人求職等ニーズの把握

や保育士の就職相談等の支援を行いました。 

③ 退職共済制度の適正運営と福利厚生事業の充実

〇 県内の民間社会福祉事業施設及び団体に勤務する職員の福利厚生を目的に本会が実施す

る「民間社会福祉事業職員共済事業」の財政運営の健全化を図るため、積立水準回復計画

に基づき事業の適正な運営に努めました。また、福利厚生センターの地方事務局として会

員交流事業を企画・開催しました。 

４ 社会福祉事業経営の支援 

① 社会福祉事業経営の支援

〇 小規模法人を主たる対象とした社会福祉法人の健全な経営と役職員の資質向上の支援及

び社会福祉事業者による社会貢献活動の推進を図るため、経営支援研修会、地域公益活動

推進セミナー及び税理士等による社会福祉法人経営説明・相談会を開催しました。 

〇 沿岸部障がい者就労支援事業所の業務受注の確保や流通販路の確保・拡大を図り、当該

地域の障がい者就労支援事業所の復興を目的に、専門アドバイザーの派遣や事業所の課題

に対応する事業所を単位とした研修会を開催したほか、企業、官公庁及び消費者に対する

事業所の自主生産製品のＰＲや販売イベントの企画と情報の提供を行いました。 

〇 県内障がい者就労支援事業所の利用者が将来的に地域で自立した生活が営むことがで

きるよう、働きたい気持ちの実現と工賃の向上による所得の確保を目的に、障がい者就労

支援事業所製品の販売活動を推進するとともに、役務の受注拡大を促進しました。 

〇 農業分野での障がい者の就労を支援し、障がい者の工賃向上、職域の拡大及び農業の支

え手の拡大を図ることを目的に、農業者と障がい者就労施設のマッチング支援や農業関係

者向けの研修会を開催したほか、特別支援学校向けの農福連携説明会を実施しました。 

〇 水産加工業者と障がい福祉サービス事業所を結びつけ、両者の課題解消を図ることを目

的に、水産加工業の作業の中で障がい者福祉サービス事業所が請け負うことのできる作業
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の抽出や障がい者雇用に関心のある水産加工業者の掘り起こしのための研修会を開催し

ました。 

② 適正なサービス評価の実施

〇 福祉サービスの質を客観的かつ専門的に第三者が評価することによってサービスの質の

向上を目指すことを目的に、岩手県福祉サービス第三者評価事業（受審事業所 14 か所）に

取り組みました。 

５ 多様な組織等との連携協働 

① 種別協議会・部会活動を通じた福祉サービス向上の取組とサービス利用者の福祉増進

〇 事業種別を単位とした連絡協議、調査研究及び研修等を行うとともに、関係機関団体と

のネットワークを築くことにより、会員である社会福祉法人及び施設・事業所が地域にお

ける多様な福祉サービスに適切に対応できるよう組織事務を担いました。 

② 多様な組織等との連携協働の推進

〇 事務を受託している 10 の団体の適正な運営と事業の促進に努めました。 

６ 指定管理施設の管理運営 

① ふれあいランド岩手の管理運営

〇 これまでの経験と蓄積されたノウハウを最大限に生かし、効率的な運営と魅力ある事業

の企画実施に努めるとともに、サービスの向上と安全性の高い堅実な施設運営を行いまし

た。 

７ 県社協の活動基盤の強化 

① 県社協財政基盤の適正化

〇 県社協の本来の使命や役割を認識し、地域福祉推進に結びつく新たな事業の開発などの

ため、多様な自主財源の確保に努めました。 

② 組織強化のための取組の推進

  〇 経営組織のガバナンスを強化するため会計監査人を設置しました。 
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コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
事

業

①
個
別
支
援
と
地
域
支
援
を
一
体
的
に
行
う
視
点

を
も
っ
て
活

動
す

る
地

域
福
祉

活
動
コ
ー

デ
ィ
ネ

ー
タ
ー

（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）
を
養
成
す

る
と
と
も
に
、
地

域
ア

セ
ス
メ
ン
ト
手
法
と
し
て
有
効

な
支
え
合
い
マ
ッ
プ

実
践
手
法
の
習
得
を
図
る
。

 

〇
 地

域
福
祉
活
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（Ｃ

Ｓ
Ｗ
）

養
成
研
修
会

 

〇
 
支
え
合
い
マ
ッ
プ
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
講

座
 

年
1
回

5
日

 

年
2
回
各

5
日

 

※
う
ち

1
回
は
生
活

支
援

相
談

員
支

援

事
業
に
よ
る
実
施

 

30
人
養
成

 

60
人
養
成

 

〇
 
地
域
福
祉
活
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（C

S
W
）
養
成
講
座

 

・
前
期
課
程

 
7
月

30
日
、

31
日

 
 
36

人

・
提
出
課
題
勉
強
会

 
9
月

1
2
日

 
1
4
人

・
後
期
課
程

 
11

月
5
日
、

6
日

 
3
6
人
（
修
了
者
）

〇
 
支
え
合
い
マ
ッ
プ
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
講
座

 

【
山
田
会
場
】 

・
第

1
回

 
6
月

1
7
日
、

1
8
日

 
3
0
人

・
第

2
回

 
7
月

1
0
日
、

1
1
日

 
3
0
人

・
第

3
回

 
1
月

2
2
日

 
2
7
人
（
修
了
者
）
※
台
風
第

19
号
被
害
に
よ
り
日
程
変
更

【
宮
古
会
場
】 

・
第

1
回

 
6
月

1
9
日
、

2
0
日

 
2
2
人

・
第

2
回

 
7
月

4
日
、

5
日

 
23

人

1
2
0
％

 

7
8
％
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[
地

域
福

祉
企

画
部

]
 

②
研
修
修
了
者
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
及
び
地
域
支

援
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備

 

〇
 地

域
福
祉
活
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（Ｃ

Ｓ
Ｗ
）

活
動
報
告
会

 

〇
 支

え
合
い
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
取
組
検
討
会

 

〇
 地

域
支
援
実
践
事
例
集
の
作
成

 

③
市
町
村
地
域
福
祉
計
画
及
び

地
域
福
祉
活
動

計
画
の
策
定
を
支
援
す
る
。

 

〇
 ア

ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

 

年
1
回

 

年
1
回

 

次
年

度
作

成

に
向
け
事
例
を

収
集

 

５
か
所
開
催

 

5
か
所
×

3
回

 

※
沿
岸

2
か
所

内
陸

3
か
所

・
第

3
回

 
1
月

2
1
日

 
2
0
人
（
修
了
者
）
※
台
風
第

19
号
被
害
に
よ
り
日
程

変
更

〇
 
地
域
福
祉
活
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（C

S
W
）
継
続
研
修
会
（
活
動
報
告
会
）
 

・
1
月

28
日
、

29
日

 
36

人

〇
 
支
え
合
い
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
取
組
検
討
会

 
1
か
所

 

・
1
月

20
日

 
68

人

〇
 
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

 

・
軽
米
町
社
会
福
祉
協
議
会
（軽

米
町
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定
へ
の
助
言
）

7
月

17
日
、

10
月

7
日
、

2
月

1
0
日

・
住
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
（第

2
期
地
域
福
祉
活
動
計

画
策
定
へ
の
助
言
）

8
月

5
日
、

1
0
月

28
日
、

1
月

2
7
日

・
九
戸
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（支

え
合
い
マ
ッ
プ
勉
強
会
の
講
師
）

8
月

30
日

〇
 
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
策
定
支
援

 

・
令
和
元
年
度
に
地
域
福
祉
活
動
計
画
新
規
策
定
市
町
村
社
協
数
１
か
所
（
軽
米
町
社
協
）

2
0
％

 

4
7
％

 

市
町

村
社

会
福

祉
協

議
会

部
会

事
業

 

①
市
町
村
社
協
中
期
経
営
計
画
策
定
の
推
進

〇
 計

画
策
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

 

〇
 計

画
策
定
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

 

②
市
町
村
社
協
災
害
時
相
互
支
援
協
定
の
締
結

③
市
町
村
社
協
災
害
対
応
初
動
チ
ー
ム
の
編
成

④
市
町
村
社
協
へ
の
地
域
福
祉
活
動
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー

(Ｃ
Ｓ
Ｗ

)機
能
の
浸
透
と
活
動
の
推
進

 

〇
 研

究
会
の
開
催
（再

掲
） 

・生
活
困
窮
者
支
援

・地
域
福
祉
活
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

(Ｃ
Ｓ
Ｗ

)

活
動

〇
 研

修
会
の
開
催

 

年
1
回

 

年
2
回

 

年
3
回

 

広
域

社
協

内
、
広

域
社

協
間
の
協
定
締
結

 

〇
 
市

町
村

社
協

中
期

経
営

計
画

策
定

セ
ミ
ナ

ー
 

2
月

6
日

、
2
5
市

町
村

社
協

4
5
人

 

〇
 
市

町
村

社
協

災
害

時
相

互
支

援
協

定
の
締

結
 

県
内

1
0
地

区
で
広

域
内

協
定

締
結

済
み

 

〇
 
市

町
村

社
協

災
害

対
応

初
動

チ
ー

ム
の
編

成
 

4
8
人

登
録

 

〇
 
研

究
会

の
開

催
 

・
生

活
困

窮
者

支
援

研
究

会
（
再

掲
）

1
0
月

2
8
日

、
2
9
日

 
1
1
市

町
村

社
協

1
8
人

・
地

域
福

祉
活

動
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

（
Ｃ
Ｓ
Ｗ

）
活

動
研

究
会

（
再

掲
）

【
第

1
回

】
 

 
 

9
月

2
0
日

 
9
市

町
村

社
協

1
4
人

 

※
日

本
地

域
福

祉
学

会
東

北
部

会
地

域
福

祉
実

践
セ
ミ
ナ

ー
と
共

催
：
全

体
3
7
人

【
第

2
回

】
（
紫

波
町

社
協

の
実

践
報

告
、

S
W

O
T
分

析
）
 

 
 

1
0
月

2
5
日

 
1
1
市

町
村

社
協

2
6
人

 

【
第

3
回

】
 

 
 

1
月

2
8
日

、
2
9
日

 
1
5
市

町
村

社
協

2
6
人

 

※
地

域
福

祉
活

動
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

（
C

S
W
）
継

続
研

修
会

と
共

催
：
全

体
3
6
人

〇
 
研

修
会

の
開

催
 

1
0
0
％
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[
地

域
福

祉
企

画
部

]
 

・職
員
基
礎
研
修

・先
進
地
視
察
研
修

⑤
社
会
福
祉
法
人
と
の
連
携
・協

働
の
取
組
推
進

〇
 地

域
福
祉
推
進
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

 

〇
 県

社
協
経
営
協
と
の
懇
談
会

 

⑥
市
町
村
社
協
組
織
運
営
、
事
業
推
進
支
援

〇
 会

長
懇
談
会

 

〇
 県

保
健
福
祉
部
と
の
懇
談
会

 

〇
 県

社
協
経
営
協
と
の
懇
談
会

(再
掲

) 

〇
 事

務
局
長
・地

域
福
祉
担
当
課
長
会
議

 

〇
 社

協
の
概
要
、
役
職
員
名
簿
の
作
成

 

〇
 市

町
村
社
協
福
祉
サ
ー
ビ
ス
実
施
状
況
調
査

の
実
施

 

年
1
回

 

年
1
回

 

年
1
回

 

年
1
回

 

年
1
回

 

年
1
回

 

年
1
回

 

年
1
回

 

年
1
回

 

年
1
回

 

取
組
実
施
市
町
村
社
協

 

数
 

・
職

員
基

礎
研

修
 

5
月

2
0
日

、
2
1
日

 
1
7
市

町
村

社
協

3
6
人

・
先

進
地

視
察

研
修

 
8
月

2
1
日

～
2
3
日

 
1
2
市

町
村

社
協

2
0
人

 
≪

視
察

先
≫

高
知

県
南

国
市

社
協

、
大

豊
町

社
協

 

〇
 
実

施
社

協
8
市

町
村

社
協

 

〇
 
地

域
福

祉
推

進
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
 

2
月

7
日

、
1
2
7
人

 

〇
 
県

社
協

経
営

協
と
の
懇

談
会

 

地
域

福
祉

推
進

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
と
共

催
 

〇
 
会

長
懇

談
会

 
7
月

2
2
日

、
2
3
日

 
3
2
市

町
村

社
協

5
9
人

 

〇
 
県

保
健

福
祉

部
と
の
懇

談
会

 
1
月

1
7
日

 
6
市

町
村

社
協

6
人

（
社

協
部

会
代

表

者
に
よ
る
懇

談
）
 

〇
 
県

社
協

経
営

協
と
の
懇

談
会

（
再

掲
）
 

地
域

福
祉

推
進

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
と
共

催
 

〇
 
事

務
局

長
・
地

域
福

祉
担

当
課

長
会

議
 

【
新

任
事

務
局

長
、
課

長
対

象
】
 

7
月

1
日

 
1
0
市

町
村

社
協

1
2
人

 

【
全

市
町

村
社

協
事

務
局

長
、
課

長
対

象
】
 

7
月

2
日

 
3
2
市

町
村

社
協

5
4
人

 

2
4
％

 

生
活

福
祉

資
金

貸
付

事
業

 [
地

域
福

祉
企

画
部

]
 

低
所

得
者

、
障

が
い
者

及
び

高
齢

者
に
対

し
、

資
金

の
貸

付
と
必

要
な
相
談
支

援
を
行

う
こ
と
に
よ

り
、
経

済
的
自
立

、
生
活
意
欲
の
助
長
、
在
宅
福
祉

及
び

社
会
参
加
の
促
進
を
図
り
、
安
定
し
た
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
す
る
。

 

※
本
制
度
が
年
金
担

保
融

資
廃

止
後

の
受

け
皿
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
る
た
め
、
制
度
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
必
要
な
体
制
整
備
を
図
る
。

①
市
町
村
社
協
担
当
職
員
研
修
会
の
実
施

生
活

困
窮

者
自

立
相

談
支

援
事

業
と
の
連

携

に
よ
る
相

談
支

援
の
質

的
な
充

実
を
図

る
た
め
、

生
活

福
祉

資
金

担
当

職
員

・
自

立
相

談
支

援
事

業
担
当
者
を
対
象
に
研
修
を
実
施
す
る
。

 

②
適
切
な
債
権
管
理
の
推
進

市
町

村
社

協
の

協
力

を
得

て
、
適

切
な
債

権

管
理
を
図

り
、
償
還

率
の
維
持

向
上
と
滞
納

世
帯

の
状
況
把
握
及
び
相
談
支
援
に
努
め
る
。

 

通
年

 

年
2
回

 

新
任
：5

月
 

現
任
：6

月
 

通
年

 

相
談
支
援
数

30
0
件

 

（償
還
指
導
） 

相
談

体
制

維
持

の
た
め

に
必

要
な
資

金
相

談
員

の
確
保

 

〇
 
相

談
支

援
数

4
3
4
件

 

償
還

指
導

 
4
3
4
件

（
2
5
市

町
村

社
協

対
象

）
 

〇
 
貸

付
決

定
件

数
7
8
0
件

（
う
ち
自

立
相

談
支

援
事

業
と
連

携
し
た
貸

付
1
1
1
件

）
 

【
内

訳
】
 
生

活
福

祉
資

金
 

 
 

 
 
7
7
9
件

 

 
総

合
支

援
資

金
 

2
0
件

 

 
福

祉
資

金
 

3
4
2
件

 

（
う
ち
緊

急
小

口
資

金
特

例
貸

付
（
新

型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル

ス
関

連
等

）
 

7
4
件

）
 

 
教

育
支

援
資

金
 

4
1
6
件

 

 
不

動
産

担
保

型
生

活
資

金
 

 
1
件

 

 
臨

時
特

例
つ

な
ぎ
資

金
 

 
1
件

 

〇
 
生

活
福

祉
資

金
相

談
員

の
配

置
 

2
4
市

町
村

社
協

2
6
.5

人
、
県

社
協

2
人

、
計

2
8
.5

人
 

〇
 
生

活
福

祉
資

金
貸

付
事

業
担

当
職

員
研

修
会

 

【
第

1
回

】
（
新

任
研

修
）
 

 
5
月

2
3
日

 
 

2
7
人

 

【
第

2
回

】
（
現

任
研

修
）
 

 
6
月

2
0
日

、
2
1
日

 
6
1
人

 

1
4
5
％
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福
祉

人
材

確
保

等
貸
付

事
業
 [
福

祉
経

営
支

援
部

]
 

①
介
護
福
祉
士
修
学
資
金
等
貸
付
事
業

介
護

福
祉

士
・
社

会
福

祉
士

の
資

格
の
取

得

を
目
指
す

学
生
や

介
護
福
祉

士
実
務
者
養
成
施

設
に
在

学
す

る
者
に
対
し
、
修
学

資
金

を
貸

し
付

け
る
。
ま
た
、
介
護
人
材
の
養
成
と
確
保
を
図
る
た

め
、
離
職
者
が
再
就
職
す
る
た
め
の
準
備
に
必
要

な
費
用
を
貸
し
付
け
る
。

 

②
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
等
事
業

保
育

士
修

学
資

金
の
ほ
か
、
保

育
所

等
へ

の

就
職
準

備
及
び

未
就

学
児

を
持

つ
保
育

士
の
子

ど
も
の
預
か
り
支
援

事
業
の
利
用

料
金

を
貸

し
付

け
、
岩
手
県
で
保
育
士
業
務
に
従
事
す
る
者
の
養

成
・
確

保
や

、
保

育
士

の
就

職
・
就

労
支

援
を
図

る
。

 

③
ひ
と
り
親
家
庭
高
等
職
業
訓
練
促
進
資
金
貸
付

事
業

 

高
等

職
業

訓
練

促
進

給
付

金
を
活

用
し
て
養

成
機

関
に
在

学
し
て
い
る
、
ひ

と
り
親

家
庭

に
対

し
、
入

学
準

備
金

及
び

就
職

準
備

金
を
貸

し
付

け
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
の
促
進
を
図
る
。

 

④
児

童
養

護
施

設
退

所
者
等

に
対

す
る
自

立
支

援
資
金
貸
付
事
業

 

児
童

養
護

施
設

等
を
退

所
し
た
方
等
の
う
ち
、

安
定

し
た
経

済
基

盤
の
確

保
が
困

難
な
状

況
に

あ
る
方

に
対

し
て
貸

付
け
を
行

う
と
と
も
に
、
児

童

養
護
施
設

等
に
入
所

中
の
方
又

は
里

親
等
に
委

託
中
の
方
の
う
ち
、
就
職
に
必

要
な
資
格

を
取
得

す
る
た
め
の
費
用
の
貸
付
け
を
行
う
こ
と
で
、
円
滑

な
自
立
支
援
を
図
る
。

 

4
月

：
介

護
福

祉
士

・
社

会
福

祉
士
修
学
資
金

 

通
年

：
介

護
福

祉
士

実
務

者
・

再
就
職
準
備
金

 

4
月

：
修

学
資

金
 

通
年

：
就

職
準

備
金

・
未

就
学

児
 

通
年

 

通
年

 

15
0
件
（
介
護
・
社
福

修
学
、
実
務
者
研
修
、

再
就
職
準
備
）

 

38
件
（
保
育
修
学
、
就

職
準
備
、
未
就
学
児
）

 

11
件
（
入
学
準
備
、
就

職
準
備
）

 

8
件
（
家
賃
支
援
費
、

生
活
支
援
費
、
資
格
取

得
支
援
費
）
 

〇
 
貸

付
決

定
1
3
8
件

 

介
護

福
祉

士
修

学
資

金
（
高

校
在

学
中

決
定

含
む

）
 

 
5
6
件

 

社
会

福
祉

士
修

学
資

金
 

 
 

 
6
件

 

介
護

福
祉

士
実

務
者

研
修

受
講

資
金

 
7
1
件

 

再
就

職
準

備
金

 
 

 5
件

 

〇
 
貸

付
決

定
2
7
件

 

保
育

士
修

学
資

金
 

 
 

2
5
件

 

就
職

準
備

金
 

 
2
件

 

未
就

学
児

 
 0

件
 

〇
 
貸

付
決

定
5
件

 

入
学

準
備

金
 

 
3
件

 

就
職

準
備

金
 

 
2
件

 

〇
 
貸

付
決

定
9
件

（
実

人
数

5
人

）
 

家
賃

支
援

費
 

 
 

5
件

 

生
活

支
援

費
 

 
 

3
件

 

資
格

取
得

支
援

費
 

 
1
件

 

9
2
％

 

7
1
％

 

4
5
％

 

1
1
3
％

 

Ｉ
Ｗ

Ａ
Ｔ

Ｅ
あ

ん
し

ん
サ

ポ
ー

ト
事

業
 

社
会

福
祉

法
人

が
種

別
を
超

え
て
連

携
・
協

力

し
、
制
度
の
狭
間
に
い
る
方
々
の
自
立
を
支
援
す
る

新
た
な
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
構
築

す
る
ほ
か
、
ア
ウ

ト
リ
ー

チ
を
伴

う
活

動
に
よ
っ
て
地

域
の
福

祉
課

題

を
把
握
し
、
新
た
な
社
会
資
源
を
創
出
す
る
。

 

①
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
相
談
員
の
養
成

②
相
談
員
の
配
置

③
生
活
困
窮
世
帯
等
へ
の
支
援

通
年

 
参
画
法
人

 
80

法
人

 

15
人

 

20
0
人

 

－
 

〇
 
参

画
法

人
8
2
法

人
 

・
相

談
員

養
成

研
修

参
加

者
 

5
4
人

・
相

談
員

の
配

置
 

2
2
5
人

・
生

活
困

窮
世

帯
等

へ
の
支

援
 

1
2
9
件

1
0
2
％

 

3
6
0
％

 

1
1
3
％

 

－
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[
福

祉
経

営
支

援
部

]
 

④
中
間
的
就

労
の
場
「
就
労
準
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

の
実
施

 

⑤
子
ど
も
の
居
場
所
「フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
」の

実
施

10
法
人

 

3
法
人

 

・
中

間
的

就
労

の
場

の
実

施
 

1
1
法

人
（
登

録
法

人
数

 
※

実
受

入
法

人
 
8
法

人
）

・
子

ど
も
の
居

場
所

の
実

施
 

3
法

人

1
1
0
％

 

1
0
0
％

 

盛
岡

圏
域

生
活

困
窮

者
自

立
相

談
支

援
事

業
 

[
地

域
福

祉
企

画
部

]
 

①
生

活
困

窮
者

自
立

支
援

法
に
基

づ
く
自

立
相

談
支
援
事

業
及
び

家
計
改
善

支
援
事
業

を
盛
岡

広
域

振
興

局
か
ら
受

託
し
、
雫

石
町

、
葛

巻
町

、

岩
手
町
、
紫
波
町
及
び
矢
巾
町
で
実
施
す
る
。

 

②
主
任
相
談
支
援
員

1
人
、
相
談
支
援
員
兼
就

労
支
援
員

2
人
及
び
家
計
改
善
支
援
員

1
人
を

配
置
す
る
。
（兼

務
有
） 

③
自
立
支
援
プ
ラ
ン
及
び
家
計
再
生
プ
ラ
ン
の
作

成
を
通
じ
て
生
活
困
窮
者
の
自
立
生
活
の
促
進
を

図
る
。

 

④
事

例
研

究
会

（
市

町
村

社
協

部
会

）
の
開

催
、

人
材

養
成

研
修

受
託

の
検

討
等

、
県

内
支

援
員

の
支
援
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
。

 

通
年

 
新
規
相
談
数

  
26

4
件

 

自
立
プ
ラ
ン
作
成
数

 
78

件
 

≪
参
考
≫

 

本
年

度
の
国

の
目

安
値

を
換
算
し
た
目
標
値

 

〇
新

規
相

談
者

数
18

2

件
 

〇
自

立
プ

ラ
ン
作

成
数

 

91
件

 

〇
 
新

規
相

談
数

 
 

3
0
3
件

 

〇
 
自

立
プ
ラ
ン
作

成
数

 
 
 
5
4
件

 

≪
参

考
≫

 

・
家

計
プ
ラ
ン
作

成
数

：
1
7
件

・
就

労
支

援
対

象
者

：
2
5
件

＝
A

・
就

労
・
増

収
者

：
2
0
件

＝
B

・
就

労
・
増

収
率

：
8
0
％

＝
B

/
A

・
市

町
村

社
協

部
会

生
活

困
窮

者
支

援
研

究
会

運
営

協
力

（
1
0
/
2
8
）

・
「
都

道
府

県
研

修
に

係
る
担

当
者

研
修

」
に

、
本

県
に

お
け
る
企

画
立

案
関

係
者

と
し

て
参

画
（
主

任
相

談
支

援
員

）

・
盛

岡
市

（
4
/
2
6
）
、
二

戸
市

（
6
/
2
0
）
の
家

計
改

善
支

援
事

業
者

の
視

察
を
受

入
れ

1
1
5
％

 

6
9
％

 

(2
)
住

民
の

権
利

擁
護

と
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

支
援

日
常

生
活

自
立

支
援

事

業
 

①
認

知
症

、
知

的
障
が
い
、
精

神
障
が
い
等
で
、

判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用

援
助

及
び

日
常

的
金

銭
管

理
サ
ー

ビ
ス
等

を
提
供
す
る
。

 

②
12

基
幹

社
協

に
業

務
の
一

部
を
委

託
し
、
基

幹
社
協
の
専
門
員

18
人
と
生
活
支
援
員

19
1
人

が
利
用
者
支
援
を
実
施
す
る
。

 

③
平
成

30
年

4
月
か
ら
県
の
委
託
を
受
け
て
各

基
幹

社
協

に
成

年
後

見
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

0.
5

人
を
配
置
。

 

〇
 利

用
者
数
（平

成
30

年
12

月
末
現
在
） 

97
9
人
（う

ち
生
保
受
給
者

36
5
人
） 

〇
 専

門
員

1
人
当
た
り
の
利
用
者
数

 

54
.4

人
（国

の
基
準
は

35
人
） 

〇
 研

修
会
の
実
施

 

専
門

員
・
生

活
支

援
員

対
象

研
修

（
新

任

及
び

現
任

）
、
成

年
後

見
制

度
関

係
機
関

対

象
研
修

 

通
年

 

通
年

 

業
務
点
検

 

通
年

 

研
修
会

 

4～
2
月

 

移
行
支
援
者
数

30
人

 

実
利
用
者
数

1,
02

0
人

 

利
用

者
数

に
応

じ
た
専

門
員
及
び
財
源
の
確
保

 

〇
 
移

行
支

援
者

数
：
４
２
人

 

 
【
内

訳
】
完

了
2
3
人

（
う
ち
日

自
か
ら
の

移
行

2
0
人

）
、
他

機
関

支
援

引
継

ぎ
3
人

、

取
下

げ
2
6
人

 

 
 
【
参

考
】
支

援
中

2
9
人

（
う
ち
日

自
利

用
者

2
0
人

）
 

〇
 
実

利
用

者
9
8
１
人

（
う
ち
生

保
受

給
者

3
5
3
人

）
 

〇
 
専

門
員

1
人

当
た
り
の
利

用
者

数
5
1
.6

人
（
専

門
員

1
9
人

、
支

援
員

1
9
5
人

）
 

〇
 
日

自
補

助
金

所
要

額
確

保
9
6
,0

4
6
,0

0
0
円

 

〇
 
研

修
会

の
実

施
 

・
新

任
専

門
員

研
修

会
 

5
月

1
7
日

 
1
2
人

・
新

任
生

活
支

援
員

研
修

会
 

6
月

7
日

 
4
3
人

・
専

門
員

研
修

会
 

8
月

2
0
日

、
2
1
日

 
2
5
人

・
専

門
員

・
生

活
支

援
員

研
修

会
 

1
0
月

8
日

 
7
8
人

1
4
0
％

 

9
6
％
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[地
域
福
祉
企
画
部
] 

・
成

年
後

見
制

度
利

用
促

進
フ
ォ
ー

ラ
ム

 
9
月

2
日

 
2
1
0
人

・
情

報
交

換
会

（
毎

月
第

3
火

曜
日

※
3
月

を
除

く
）

福
祉

サ
ー

ビ
ス

苦
情

解

決
事
業
 

[
福

祉
サ

ー
ビ

ス
 

運
営

適
正

化
委

員
会

]
 

県
内
福
祉
サ
ー

ビ
ス
提

供
事

業
所
に
お

け
る
苦

情
解
決
の
体
制
整
備
を
支
援
し
、
苦
情
を
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
向
上
に
生
か
す
取
組
の
促
進
を
図
る
。

 

①
事
業
所
巡
回
訪
問
の
実
施

苦
情

解
決

体
制

の
整

備
と
定

着
を
図

る
と
と
も

に
、
事
業
者
の
苦
情
解
決
に
お
け
る
個
別
課
題
や

成
果
を
把
握
し
、
助
言
及
び
情
報
提
供
を
行
う
。

 

②
苦
情
解
決
情
報
交
換
会
の
実
施

苦
情
解
決
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、
苦
情
解
決

担
当
役
職
員
の
理
解
を
促
進
す
る
。

 

苦
情
対
応
過
程
に
お
け
る
課
題
や
悩
み
の
共

有
・検

討
を
通
し
て
、
苦
情
解
決
能
力
の
向
上
を

目
指
す
。

 

③
苦
情
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

県
内
事
業

所
の
取

組
事
例

等
を
紹
介

し
、
「
苦

情
＝

サ
ー

ビ
ス
の
質

を
向
上
す

る
も
の
」
と
い
う
認

識
の
浸
透
を
促
す
。

 

④
苦
情
解
決
に
関
す
る
普
及
啓
発

県
社
協
広
報
紙
「パ

ー
ト
ナ
ー
」、

運
営
適
正
化

委
員
会
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
等
を
活
用
し
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
、
福
祉
事
業
者
等
に
苦
情
解
決
の

仕
組
み
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

 

4～
11

月
 

基
礎
編

 

5～
1
月

 

年
10

回
 

応
用
編

 

9
、

1
0
月

 2
回

 

6
月

 

通
年

 

指
導
対
象
事
業
者
数

 

80
事
業
所
（ 巡

回
訪
問
・

情
報
交
換
会
） 

〇
 
実
績

 
8
3
事
業
所

 

【
内
訳
】
 

 
事
業
所
巡
回
訪
問

 
 
 
 

 
 

4
0
事
業
所

 

苦
情
解
決
情
報
交
換
会

 
 

17
事
業
所

 

苦
情
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

 
 

26
事
業
所

 

（
注

）
 
苦

情
解

決
情

報
交

換
会

及
び

苦
情

を
考

え
る
セ
ミ
ナ
ー

は
、
苦

情
解

決
責

任
者

が
出

席

し
、
か
つ
、
未
訪
問
事
業
所
の
場
合
に
限
り
実
績
と
し
た

 

〇
 
苦
情
解
決
情
報
交
換
会

 

＜
基
礎
編
＞

 
1
0
回

 
2
93

人
 

5
月

16
日

 2
2
人
、

5
月

2
4
日

 
2
3
人
、

6
月

2
8
日

 
13

人
、

7
月

1
6
日

 
29

人
、

 

7
月

18
日

 1
4
人
、

8
月

2
2
日

 
3
1
人
、

9
月

1
2
日

 
30

人
、

1
1
月

20
日

 4
9
人
、

 

1
2
月

13
日

 
2
5
人
、

1
月

1
4
日

 
5
7
人

 

＜
応
用
編
＞

 
2
回

 
1
2
8
人

 

1
0
月

18
日

 
3
8
人
、

1
1
月

18
日

 
90

人
 

〇
 
苦
情
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

 
1
回

 

6
月

11
日

 2
8
1
人

 

〇
 
県

社
協

広
報

紙
「
パ

ー
ト
ナ

ー
７
月

号
」
に
平

成
3
0

年
度

事
業

所
ア
ン
ケ
ー

ト
結

果
及

び
令

和
元

年
度

苦
情

を
考

え
る
セ
ミ
ナ

ー
の
内

容
を
掲

載
 

〇
 
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
に
事

業
報

告
等

を
掲

載
 

1
0
4
％

 

(3
)
民

生
委

員
・

児
童

委
員

の
活

動
支

援

民
生

委
員

・
児

童
委

員

活
動
支
援
事
業

①
相

談
支

援
活

動
の
支

援
に
向

け
た
研

修
事

業

の
充
実

 

〇
 主

任
児
童
委
員
研
修
会

 

〇
 会

長
・副

会
長
研
修
会

 

〇
 新

任
民
生
委
員
児
童
委
員
研
修
会

 

〇
 
民

生
委

員
等

を
対
象

と
し
た
相
談

事
業
研

修

年
2
回

 

年
４
回

 

各
市

町
村

民

児
協
で
開
催

 

年
1
回

 

〇
 
県
内
統
一
活
動
の
展
開

 

・
民
生
委
員
活
動

P
R
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
市
町
村
民
児
協
等
に

5
5
,0

0
0
枚
を
送
付

〇
 
主
任
児
童
委
員
研
修

会
 

34
7
人

 

7
月

9
日

1
83

人
、

7
月

10
日

1
6
4
人

 

〇
 
会
長
・
副
会
長
研
修
会

 
4
37

人
 

奥
州
会
場

 
1
月

1
6
日

 
1
47

人
、
盛
岡
会
場

 
1
月

22
日

 
1
7
0
人
、

 

宮
古
会
場

 
1
月

3
0
日

 
 
65

人
、
久
慈
会
場

 
2
月

 
4
日

 
 
5
5
人

 

〇
 
新
任
民
生
委
員
児
童

委
員
研
修
会

 

・
新
任

民
生
委

員
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
映
像

を
収

録
し
た

D
V

D
を
作

成
し
、
市
町
村

民
児
協

等
に
当
該

D
V

D
を
用
い
た
新
任
民
生
委
員
児
童
委
員
研
修
会
の
実
施
を
依
頼

・
計

1
,7

8
4
人
（
う
ち
新
任
委
員

9
6
7
人
）
視
聴

〇
 
民
生
委
員
等
を
対
象
と
し
た
相
談
事
業
研
修
会

 
10

8
人
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[
地

域
福

祉
企

画
部

]
 

会
 

②
被
災
地
民
児
協
活
動
支
援

〇
 被

災
地
民
児
協
訪
問
支
援

 

〇
 東

日
本
大
震
災
に
係
る
民
生
児
童
委
員
活
動

負
担
増
分
補
助

 

４
市
町
村

 

1
1
月

12
日
、

13
日

 
 

〇
 
被
災
地
民
児
協
訪
問

支
援

 
４
市
町
村
民
児
協

 

陸
前
高
田
市
（
8
月

2
2
日
）
、
田
野
畑
村
（
10

月
9
日
）
、
宮
古
市
（
10

月
1
0
日
）
、

大
船
渡
市
（
10

月
2
3
日
） 

※
当
初

1
0
月

2
4
日
に
訪
問
予
定
だ
っ
た
山
田
町
は
、
台
風
第

1
9
号
災
害
の
被
災
に
よ

り
、
訪
問
中
止

(4
)
東

日
本

大
震

災
か

ら
の

復
興

支
援

と
災

害
時

対
応

体
制

の
整

備

東
日
本
大
震
災
被
災
者
生

活
支
援
事
業
 

【
新
規
】
 

①
生
活
支
援
相
談
員
の
配
置

②
地
域
支
援
拠
点
の
開
設
・運

営

③
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
の
実
施

〇
 新

任
研
修

 

〇
 活

動
研
究
会

 

〇
 統

括
者
研
修
・事

業
推
進
会
議

 

〇
 現

地
事
例
検
討
会

 

〇
 ス

キ
ル
ア
ッ
プ
事
例
検
討

 

〇
 主

体
形
成
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
研
修

 

〇
 情

報
交
換
会
（リ

ー
ダ
ー
・内

陸
） 

〇
 被

災
者
支
援
連
携
会
議

 

4、
8
月

 

11
月

 

1
月
下
旬

 

6
月

 

8
月

 

年
3
回

 

通
年

 

年
2
回

 

生
活

支
援

相
談

員
の
配

置
14

1
人
（う

ち
4
人
を

県
社
協
に
配
置
） 

地
域
支
援
拠
点
数

6
か
所

 

〇
 
生

活
支

援
相

談
員

配
置

数
 

1
1
9
人

（
3
月

末
現

在
、
県

社
協

4
人

を
含

む
）
 

〇
 
活

動
実

績
 
対

象
4
,7

1
4
世

帯
（
3
月

末
現

在
）
 

・
支

援
延

べ
回

数
1
0
4
,7

2
0
件

（
3
月

末
現

在
）

〇
 
地

域
支

援
拠

点
の
開

設
・
運

営
 

5
か
所

 

〇
 
新

任
研

修
 

・
第

1
回

 
4
月

2
5
日

 
盛

岡
市

 
2
9
人

・
第

2
回

 
9
月

1
3
日

 
盛

岡
市

 
3
2
人

〇
 
活

動
研

究
会

 

1
1
月

1
1
日

、
1
2
日

 
花

巻
市

 
6
8
人

 

〇
 
統

括
者

研
修

・
事

業
推

進
会

議
 

1
月

2
1
日

、
2
2
日

 
盛

岡
市

 
2
8
人

 

〇
 
現

地
事

例
検

討
会

 

6
月

2
4
日

 
宮

古
市

 
4
2
人

 

6
月

2
5
日

 
大

船
渡

市
 

4
1
人

 

〇
 
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
事

例
検

討
 

8
月

2
6
日

、
2
7
日

 
釜

石
市

 
3
4
人

 

〇
 
主

体
形

成
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
研

修
 

・
第

1
回

 
7
月

2
3
日

 
盛

岡
市

 
2
6
人

・
第

2
回

 
8
月

2
9
日

 
盛

岡
市

 
2
5
人

・
第

3
回

 
9
月

2
7
日

 
盛

岡
市

 
2
4
人

〇
 
情

報
交

換
会

 

・
沿

岸
リ
ー

ダ
ー

①
 

 
8
月

 
5
日

 
 
大

槌
町

 
2
3
人

 

・
沿

岸
リ
ー

ダ
ー

②
 

1
2
月

1
6
日

 
 
陸

前
高

田
市

 
3
1
人

・
内

陸
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 1
0
月

1
7
日

 
 
奥

州
市

 
 

 
 

 1
3
人

 

〇
 
被

災
者

支
援

連
携

会
議

 

5
月

2
4
日

 
盛

岡
市

 
4
3
人

 

〇
 
沿

岸
災

害
公

営
住

宅
等

自
治

会
設

立
・
継

続
支

援
（
4
0
回

）
 

〇
 
各

種
連

絡
会

議
・
打

合
せ

等
（
5
3
回

）
 

〇
 
多

職
種

多
機

関
に
よ
る
被

災
者

支
援

 

8
4
％
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[
地

域
福

祉
企

画
部

]
 

②
調
査
研
究

〇
 被

災
者
調
査
委
員
会

 

〇
 支

え
合
い
マ
ッ
プ
地
域
支
援
委
員
会

 

〇
 被

災
者
調
査
・地

域
支
援
合
同
委
員
会

 

③
岩
手
県
中
長
期
的
な
見
守

り
・
支
え
合
い
等
支

援
体
制
検
討
会

 

④
被
災
者
の
住
ま
い
の
移
行
期
に
お
け
る
他
機
関

連
携
支
援
と
民
生
委
員
活
動
と
の
連
携
強
化

 

⑤
情
報
発
信

〇
 
活

動
実
績
の
取

り
ま
と
め
及

び
ニ
ュ
ー

ス
レ
タ

ー
の
発
行
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
の
情
報
発
信

 

〇
 事

例
集
発
行

 

年
3
回

 

年
3
回

 

年
4
回

 

年
3
回

 

通
年

 

通
年

 

年
1
回

 

宮
古

市
事

例
検

討
（
3
回

）
、
大

船
渡

市
事

例
検

討
（
1
回

）
 

〇
 
東

日
本

大
震

災
被

災
者

支
援

方
策

調
査

研
究

 

①
被

災
者

実
態

調
査

委
員

会

・
第

1
回

 
 

 
8
月

 
 8

日
 
ア
セ
ス
メ
ン
ト
基

準
の
見

直
し

 

・
第

2
回

 
 

1
0
月

 
 8

日
 
ア
セ
ス
メ
ン
ト
基

準
の
見

直
し
、
集

計
結

果
報

告
 

・
第

3
回

 
 

1
2
月

1
9
日

 
ア
セ
ス
メ
ン
ト
基

準
の
見

直
し
（
最

終
確

認
）
 

②
支

え
合

い
マ
ッ
プ
地

域
支

援
委

員
会

・
第

1
回

 
5
月

2
0
日

 
マ
ッ
プ
活

動
の
成

果
と
課

題
の
振

り
返

り
 

・
第

2
回

 
 
1
1
月

2
5
日

 
成

果
と
課

題

・
第

3
回

2
月

1
9
日

 
マ
ニ
ュ
ア
ル

改
訂

 

③
被
災
者
調
査
・地

域
支
援
合

同
委

員
会

・
第

1
回

 
 
5
月

2
8
日

 
令

和
元

年
度

事
業

の
進

め
方

、
マ
ニ
ュ
ア
ル

等
に
つ

い
て

・
第

2
回

 
 
8
月

2
6
日

 
各

委
員

会
報

告
、
活

動
マ
ニ
ュ
ア
ル

等
に
つ

い
て

・
第

3
回

 
 
1
月

2
1
日

 
各

委
員

会
報

告
、
活

動
マ
ニ
ュ
ア
ル

等
に
つ

い
て

〇
 
岩

手
県

中
長

期
的

な
見

守
り
・
支

え
合

い
等

支
援

体
制

検
討

会
 

・
第

1
回

 
 
7
月

1
9
日

 
中

長
期

的
な
見

守
り
支

え
合

い
体

制
（
案

）
に
つ

い
て

・
第

2
回

 
 
9
月

3
0
日

 
中

長
期

的
な
見

守
り
支

え
合

い
体

制
（
案

）
に
つ

い
て

・
第

3
回

 
 
1
月

2
8
日

 
中

長
期

的
な
見

守
り
支

え
合

い
体

制
に
つ

い
て

〇
 
ニ
ュ
ー

ス
レ
タ
ー

を
発

行
（
3
8
～

4
6
号

）
 

〇
 
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
よ
る
情

報
発

信
 

〇
 
生

活
支

援
相

談
員

活
動

事
例

集
2
0
1
9
（
5
0
0
部

）
 

災
害
復
興
基
金
事
業
 

[
総

務
部

]
 

①
災
害
復
興
基
金
の
造
成

復
興
支
援
活
動
を
長
期
に
支
援
す
る
た
め
、
寄

付
金
等
を
災
害
復
興
基
金
に
繰
り
入
れ
て
基
金
の

増
額
を
図
る
。

 

②
被
災
者
支
援
活
動
へ
の
助
成

本
会

と
市

町
村

社
協

が
行

う
東

日
本

大
震

災

被
災

者
支

援
活

動
及

び
他

の
災

害
に
係

る
支

援

活
動
に
基
金
か
ら
助
成
す
る
。

  

通
年

 

通
年

 

2,
00

0
千
円

 

10
,0

00
千
円

 

〇
 
寄

附
金

等
を
災

害
復

興
基

金
に
繰

入
れ

 

実
績

 
7
,2

9
8
,1

7
9
円

（
2
2
件

）
 

〇
 
市

町
村

社
協

と
本

会
が
行

う
東

日
本

大
震

災
被

災
者

支
援

活
動

と
災

害
等

に
係

る
支

援
活

動
を
対

象
に
基

金
を
活

用
し
て
助

成
 

実
績

 
1
1
,0

4
4
,4

3
2
円

 

【
内

訳
】
 
市

町
村

社
協

 
3
,9

0
1
,6

0
0
円

、
県

社
協

 
7
,1

4
2
,8

3
2
円

 

4
0
0
％

 

1
1
0
％

 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

・
市

民

活
動

セ
ン

タ
ー

事
業

（
災
害
発
生
時
）
 

①
県
社
協
災
害

V
C

設
置
・運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

改
訂

 

②
市
町
村
社
協
災
害

V
C

設
置
・運

営
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
改
訂

③
災
害

V
C
設
置
・ 運

営
訓
練

通
年

 

通
年

 

年
1
回

 

〇
 
災

害
Ｖ
Ｃ
設

置
・
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル

改
定

ワ
ー

キ
ン
グ
会

議
開

催
 

1
0
月

7
日

、
1
月

1
6
日

 

〇
 
台

風
第

1
9
号

災
害

に
係

る
災

害
Ｖ
Ｃ
運

営
支

援
 

・
災

害
Ｖ
Ｃ
設

置
 

 
7
市

町
村

社
協

（他
、

2
市

町
村

社
協

は
通

常
Ｖ
Ｃ
で
支

援
実

施
）
 

・
災

害
Ｖ
Ｃ
運

営
社

協
へ

の
応

援
職

員
派

遣
 

 
3
6
5
人
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[地
域
福
祉
企
画
部
] 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数

 
 
延

べ
6
,4

9
3
人

 

・
情

報
共

有
会

議
の
開

催

1
0
月

1
8
日

（
久

慈
地

区
、
宮

古
地

区
、
釜

石
地

区
）

1
1
月

5
日

（
釜

石
地

区
）

・
支

援
活

動
振

返
り
会

議
の
開

催

 
 

1
月

1
5
日

 
 

2
5
市

町
村

社
協

2
8
人

出
席

 

〇
 
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

研
修

会
 

2
月

1
2
日

、
7
5
人

参
加

 

※
ＩＮ

Ｄ
Ｓ
「
三

者
連

携
に
向

け
た
災

害
時

に
お

け
る
初

動
対

応
研

修
」
共

催

災
害

時
広

域
支

援
ネ

ッ

ト
ワ

ー
ク

（
災

害
派

遣

福
祉

チ
ー

ム
）

推
進

事

業
 

[
福

祉
経

営
支

援
部

]
 

①
岩

手
県

災
害

派
遣

福
祉
チ
ー

ム
派
遣

体
制
の

強
化

 

〇
 
本

部
、
チ
ー

ム
員

、
派

遣
元

施
設

等
と
の
連

絡
体
制
の
強
化

 

〇
 マ

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
く
連
絡
訓
練

 

〇
 局

内
に
お
け
る
派
遣
初
動
訓
練

 

②
チ
ー
ム
員
の
養
成
（県

委
託
業
務
）

〇
 新

規
募
集

 

〇
 登

録
研
修

 

〇
 ス

キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
１
 

〇
 ス

キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
２
 

〇
 
県

及
び

市
町

村
防

災
訓

練
参

加
等

訓
練

の

実
施

 

③
チ
ー
ム
検
討
部
会
の
開
催
（県

）

④
チ
ー
ム
員
連
絡
協
議
会
の
開
催
（県

）

9
圏
域
を

5
か
所
程
度
で
開
催

5、
10

月
 

5、
10

月
 

年
3
回
程
度

 

各
1
回
実
施

 

各
1
回
実
施

 

30
人

 

30
人

 

60
人

 

60
人

 

1
回
以
上

 

〇
 
岩
手
県
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
派
遣
体
制
の
強
化

 

・
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
く
連
絡
訓
練
を

6
月

1
8
日
の
山
形
県
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
、

8
月
末

の
九
州
地
方
豪
雨
、

1
0
月
の
台
風
第

1
9
号
の
連
絡
の
際
に
実
施
（計

３
回
実
施
）

・
局
内
に
お
け
る
派
遣
初
動
訓
練

登
録

研
修

及
び

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研

修
に
お

け
る
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
訓

練
に
て
初

動
訓

練
を
実

施
（
1
0
月
・
1
月
計

2
回
）

〇
 
チ
ー
ム
員
の
養
成

（
県
委
託
業
務
） 

・
新
規
募
集
：8

月
実
施

1
7
人
が
予
定
者
と
し
て
登
録

・
登
録
研
修
：1

0
月

1
1
日
、

1
2
日
実
施

 
前
年
度
ま
で
の
未
修
了
者
含
む

18
人
修
了

・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
１
：
1
月

24
日
～

2
6
日

 
1
1
人
修
了

・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
２
：開

催
中
止
（新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
）

〇
 
元

年
度

は
県

の
総

合
防

災
訓

練
の
実

施
な
し

 

〇
 
チ
ー
ム
検
討
部
会
（県

）未
開
催

 

〇
 
チ
ー
ム
員
連
絡
協
議
会
（県

）
未
開
催

 

1
5
0
％

 

1
0
0
％

 

5
6
％

 

6
0
％

 

1
8
％

 

－
 

－
 

２
 

住
民

の
福

祉
活

動
の

振
興

 

事
業

名
 

事
業

概
要

 
時

期
等

 
達

成
目

標
 

実
績

・
成

果
等

 
達

成
率

 

(1
)
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
の

振
興

と
福

祉
教

育
の

推
進

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

・
市

民

活
動

セ
ン

タ
ー

事
業

（
通
常
時
）
 

①
住
民
相
互
に
支
え
合
う
機
運
の
醸
成
及
び
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
拡
充

〇
 地

域
で
育
む
福
祉
教
育
推
進
モ
デ
ル
事
業

 

実
施
（終

了
） 

住
民
が
個
々
に
主
体
性
を
育
む
こ
と
で
地
域
の

通
年

 
モ

デ
ル

指
定

2
か

所

（平
成

29
年
度
～
令
和

元
年

度
、
大

船
渡

市
社

〇
 
地

域
で
育

む
福

祉
教

育
推

進
モ
デ

ル
事

業
 

大
船

渡
市

社
協

及
び

金
ケ
崎

町
社

協
を
指

定
（
平

成
2
9
年

度
～

令
和

元
年

度
）
 

1
0
0
％
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福
祉
力
を
高
め
る
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
す
る
。

 

〇
 暮

ら
し
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い
開
催

 

各
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
及
び
そ
の
関
係
者
が
集

い
、
情
報
交
換
や
交
流
を
通
じ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
充
実
を
図
る
。

〇
 ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

in
い
わ
て
開
催

 

社
協
、
福
祉
施
設
等
か
ら
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
紹

介
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
機
会
を

提
供
す
る
。

 

〇
 ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
出
前
講
座
実
施

 

県
内
の
企
業
・団

体
等
か
ら
の
要
望
に
応
じ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
講
話
や
キ
ャ
ッ
プ
ハ
ン

デ
ィ
体
験
等
の
講
座
を
開
催
す
る
。

 

②
社
協

V
C
の
役
割
の
明
確
化
及
び
機
能
強
化

〇
 社

協
V

C
取
組
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
（仮

）作
成

 

社
協

V
C
の
役
割
や
機
能
の
明
確
化
と
状
況

把
握
を
目
的
に
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
作
成
す
る
。

 

〇
 ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
研
究
会
開
催

 

市
町
村
社
協
職
員
が
集
ま
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
テ
ー
マ
に
、
経
験
を
持
ち
寄
り
、
意
見
を
交

わ
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
を
確
認
し
て

い
く
。

 

〇
 ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修
会
開

催
 社
協
職
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

力
向
上
を
目
的
に
開
催
す
る
。

 

③
社
協

V
C
の
広
報
力
強
化

〇
 H

P
等
に
よ
る
情
報
発
信

 

〇
 H

P
改
修
の
企
画

 

④
そ
の
他

〇
 企

画
委
員
会
開
催

 

〇
 運

営
委
員
会
開
催

 

〇
 岩

手
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
連
絡
協
議
会
運

 

営
 

年
1
回

 

6
月
～

1
月

 

通
年

 

通
年

 

年
1
回

 

年
1
回

 

通
年

 

通
年

 

年
2
回

 

年
2
回

 

総
会

1
回

 

協
、
金
ケ
崎
町
社
協
） 

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
数

10
0

以
上

 

実
施
回
数

20
回

 

〇
 
暮

ら
し
支

え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集

い
 

3
月

1
7

日
、
一

関
市

に
て
開

催
予

定
と
し
て
い
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル

ス
感

染
症

の
感

染
拡

大
防

止
の
た
め
開

催
中

止
 

〇
 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体

験
ｉｎ
い
わ
て

 

・
実

施
期

間
 

6
月

1
日

～
1
月

3
1
日

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
提

供
施

設
・
団

体
 

5
6
団

体

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
数

 
7
1
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
参

加
者

数
 

 
 

3
,1

3
6
人

 

〇
 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出

前
講

座
実

施
 

・
開

催
回

数
9
回

 
 
参

加
人

数
2
1
7
人

 

〇
 
社

協
Ｖ
Ｃ
の
役

割
の
明

確
化

と
機

能
強

化
 

企
画

委
員

会
、
運

営
委

員
会

に
て
具

体
的

な
取

組
を
検

討
 

〇
 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
研

究
会

 

 
 

 
5
月

2
8
 
日

、
2
5
人

参
加

 

〇
 
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

研
修

会
 

2
月

1
2
日

、
7
5
人

参
加

 

〇
 
社

協
Ｖ
Ｃ
の
広

報
力

強
化

 

企
画

委
員

会
、
運

営
委

員
会

に
て
具

体
的

な
取

組
を
検

討
。

 

〇
 
企

画
委

員
会

（
9
月

1
7
日

、
2
月

2
1
日

）
 

〇
 
運

営
委

員
会

（
1
0
月

1
5
日

）
 

2
回

目
を

3
月

2
3
日

に
開

催
予

定
と
し
て
い
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル

ス
感

染
症

の

感
染

拡
大

防
止

の
た
め
開

催
中

止
 

〇
 
岩

手
県

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
連

絡
協

議
会

総
会

開
催

 

6
月

2
4
日

、
3
8
人

出
席

（
市

町
村

ボ
ラ
連

、
市

町
村

社
協

）
 

7
1
％

 

4
5
％
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[
地

域
福

祉
企

画
部

]
 

〇
 い

わ
て
車
い
す
フ
レ
ン
ズ
支
援
事
業

 

高
校
生
が
車
い
す
を
修
理
し
海
外
へ
寄
贈
す

る
取
組
を
支
援
す
る
。

 

〇
 ス

ノ
ー
バ
ス
タ
ー
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業

 

県
内
各
市
町
村
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
、

障
が
い
者
等
の
冬
季
間
の
雪
か
き
を
支
援
す

る
。

 

修
理

講
習

会

年
1
回

 

助
成

1
回

 

助
成

1
回

 

〇
 
市

町
村

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

絡
協

議
会

総
会

へ
の
出

席
 

1
2
市

町
村

、
1
4
ボ
ラ
連

総
会

に
県

ボ
ラ
連

会
長

、
県

社
協

職
員

が
出

席
 

〇
 
い
わ
て
車

い
す

フ
レ
ン
ズ
支

援
事

業
 

・
整

備
技

術
講

習
会

 
 

6
月

2
5
 
日

、
7
校

4
2
人

参
加

（
生

徒
、
教

員
）
 

・
活

動
助

成
 

 
6
校

、
6
0
,0

0
0
円

 

・
車

い
す

修
理

台
数

 
6
4
台

・
車

い
す

輸
送

費
の
た
め
の
切

手
・
は
が
き
寄

付
受

付
 

 
累

計
 

1
8
6
団

体
、

3
5
個

人
 

〇
 
ス
ノ
ー

バ
ス
タ
ー

ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支

援
事

業
 

・
活

動
助

成
 

1
1
バ

ス
タ
ー

ズ
 

2
3
0
,0

0
0
円

(2
)
情

報
発

信
機

能
の

強
化

機
関

紙
発

行
事

業
及

び

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
に

よ

る
情
報
発
信
事
業 [総

務
部

] 

①
機
関
紙
「パ

ー
ト
ナ
ー
」の

発
行

社
会

福
祉

に
関

す
る
情

報
や

本
会

を
は

じ
め

会
員

施
設

や
市

町
村

社
協

の
活

動
紹

介
な
ど
、

見
や

す
く
分

か
り
や

す
い

機
関

紙
発

行
に

努
め

る
。

 

②
本
会
が
実
施
す

る
事
業
等
の
情
報
を
、
新
聞
、

テ
レ
ビ
等

の
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
に
対

し
、
定

期
的

（
毎

月
）に

提
供
す
る
。

 

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
情
報
発
信

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
随
時
見
直
し
す
る
と
と
も
に
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情

報
提

供
ツ

ー
ル
の
導
入
を
検
討
す
る
。

 

6
回

 

通
年

 

通
年

 
ア
ク
セ

ス
数

（
年

間
16

万
回
以
上
） 

〇
 
機

関
紙

発
行

回
数

 
 

6
回

 

〇
 
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
ア
ク
セ
ス
数

 
1
6
.9

万
回

 

1
0
0
％

 

1
0
6
％

 

３
 

福
祉

人
材

の
養

成
と

確
保

 

事
業

名
 

事
業

概
要

 
時

期
等

 
達

成
目

標
 

実
績

・
成

果
等

 
達

成
率

 

(1
)
福

祉
人

材
の

養
成

と
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
支

援

社
会

福
祉

従
事

者
等

研

修
・資

格
取
得
講
座

 

社
会

福
祉

従
事

者
と
し
て
の
心

構
え
や

資
質

を

高
め

る
と
と
も
に

、
現

場
実

践
に

必
要

な
基

礎
知

識
・
技

術
等
の
向

上
や

国
家

資
格

等
取

得
の
た
め

の
講

習
に
よ
り
、
も
っ
て
県
内
の
質
の
高
い
専
門
的

な
福
祉
人
材
の
養
成
を
図
る
。

 

①
介
護
職
員
実
務
者
研
修
の
開
催

②
福
祉
従
事
者
新
任
職
員
研
修
会
の
開
催

4
～

1
2
月

 

6
月

下
旬

 

5
0
人

 

1
5
0
人

 

〇
 
介

護
職

員
実

務
者

研
修

 

・
8
月

2
8
日

～
3
0
日

 
2
8
人

・
9
月

1
9
日

、
2
0
日

､1
0
月

9
日

～
1
1
日

､1
0
月

2
4
日

 
2
8
人

〇
 
福

祉
従

事
者

新
任

職
員

研
修

会
 

 
6
月

2
6
日

、
2
7
日

 
1
2
3
人

 

5
6
％

 

8
2
％
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[福
祉

人
材

研
修

部
] 

③
福
祉
従
事
者
リ
ー
ダ
ー
職
員
研
修
会
の
開
催

④
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
準
備

講
習
会

 

⑤
社
会
福
祉
施
設
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修

9
月

 

7
月

中
旬

 

6
月

上
旬

 

1
0
0
人

 

4
0
人

 

2
0
0
人

 

〇
 
福

祉
従

事
者

リ
ー

ダ
ー

職
員

研
修

会
 

 
9
月

1
0
日

、
1
1
日

 
1
1
1
人

 

〇
 
介

護
支

援
専

門
員

実
務

研
修

受
講

試
験

準
備

講
習

会
 

8
月

8
日

、
9
日

 
 3

8
人

 

〇
 
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研

修
 

6
月

4
日

 
1
9
4
人

 

1
1
1
％

 

9
5
％

 

9
7
％

 

介
護
職
員
等
医
療

的
ケ
ア

研
修
事
業

 

[福
祉

人
材

研
修

部
] 

①
介

護
職

員
等

医
療

的
ケ
ア
研

修
指

導
者
養

成

講
習

 

〇
 
介
護
職
員
等
が
た
ん
の
吸
引
等
を
実
施
す
る

た
め
必
要
な
研
修
（
基
本
研
修
・
実
地
研
修

)の

講
師
及
び
そ
の
指
導
者
を
養
成
す
る
。

 

②
介
護

職
員

等
医

療
的
ケ
ア
研

修
（
第

一
号

・
第

二
号
研
修
） 

〇
 
介
護
施
設
及
び

居
宅
等
に
お
い
て
、
利
用
者

に
対

し
、
安

全
か
つ

適
切

に
喀

痰
吸

引
等

が

実
施
で
き
る
介
護
職
員
等
を
養
成
す
る
。

 

〇
 実

務
者
研
修
等
修
了
者
対
象
の
実
地
研
修
を

受
け
入
れ
る
。

 

③
介
護
職
員
等
医
療
的
ケ
ア
研
修
事
業
（第

三
号

研
修
） 

障
が
い
者

（
児

）
サ
ー

ビ
ス
事

業
所

や
居

宅
に

お
い
て
、
特
定
の
者
を
対
象
に
適
切
に
喀
痰
吸
引

等
を
実
施
で
き
る
介
護
職
員
等
を
養
成
す
る
。

 

9～
10

月
 

6～
2
月

 

9～
1
月

 

9～
12

月
 

50
人

 

26
0
人
程
度

 

10
0
人
程
度
（1

回
） 

10
人
程
度
（1

回
） 

〇
 
介

護
職

員
等

医
療

的
ケ
ア
研

修
指

導
者

養
成

講
習

 

・
受

講
者

3
8
人

、
修

了
者

3
6
人

・
講

義
･演

習
 
第

1
回

 
 
9
月

5
日

～
7
日

第
2
回

 
1
0
月

2
2
日

～
2
4
日

 

・
指

導
演

習
 

 第
1
回

 
1
1
月

1
3
日

、
1
4
日

第
2
回

 
1
2
月

1
0
日

、
1
1
日

 

〇
 
介

護
職

員
等

医
療

的
ケ
ア
研

修
（
第

一
号

・
第

二
号

研
修

）
 

・
受

講
者

数
2
0
6
人

、
修

了
者

1
5
6
人

・
講

義

[一
関

保
健

セ
ン

タ
ー

] 
 
6
月

4
日

～
7
日

、
1
1
日

～
1
4
日

[ア
イ
ー

ナ
] 

 
7
月

2
日

～
4
日

、
9
日

、
1
0
日

、
2
2
日

～
2
4
日

[ア
イ
ー

ナ
と
ふ

れ
あ
い

ラ
ン
ド
岩

手
] 

 
7
月

2
日

､9
日

又
は

1
0
日

､2
2
日

又
は

2
3
日

、
8
月

1
9
日

、
2
0
日

、
9
月

5
日

又
は

6
日

、
9
月

2
6
日

、
2
7
日

 

・
演

習
 
1
1
月

1
2
日

～
1
5
日

、
1
2
月

9
日

～
1
2
日

 

・
実

地
研

修
 
 
1
1
月

2
8
日

～
1
月

2
8
日

、
1
2
月

2
0
日

～
2
月

2
0
日

〇
 実

務
者
研
修
等
修
了
者
対
象
の
実
地
研
修

 

・
受

講
者

数
1
2
8
人

、
修

了
者

1
0
7
人

〇
 
介

護
職

員
等

医
療

的
ケ
ア
研

修
事

業
（
第

三
号

研
修

）
 

・
受

講
者

3
人

、
修

了
者

3
人

7
6
％

 

7
9
％

 

1
2
8
％

 

3
0
％

 

福
祉

人
材

確
保

等
貸
付

事
業
（
再
）
 

[
福

祉
経

営
支

援
部

]
 

（
8
 ペ

ー
ジ

参
照

）

(2
)
福

祉
人

材
の

確
保

と
マ

ッ
チ

ン
グ

の
強

化

福
祉

人
材

セ
ン
タ
ー

運
営

事
業

 

①
無
料
職
業
紹
介
事
業
の
実
施

〇
 無

料
職
業
紹
介
事
業
・相

談
業
務

 

〇
 
福

祉
人

材
情

報
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
求

人
求

職

の
登
録
及
び
あ
っ
せ
ん
提
供
業
務

 

〇
 
岩

手
労

働
局

（
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
）
・
介

護
労

働

安
定
セ
ン
タ
ー

岩
手
支
部
等
関
係
機
関
・
団
体

と
の
連
携

 

採
用
者
数

 年
15

0
人

 
〇

 
無

料
職

業
紹

介
事

業
 

・
求

人
求

職
の
仕

事
に
関

す
る
職

業
紹

介
及

び
相

談
業

務
を
実

施

有
効

求
人

倍
率

4
.1

0
倍

有
効

求
人

数
1
,1

1
8
件

、
有

効
求

職
者

数
2
7
3
人

採
用

者
数

 
1
7
7
人

（
前

年
1
6
8
人

）

・
岩

手
労

働
局

（
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
）
の

人
材

確
保

対
策

推
進

協
議

会
、
介

護
労

働
安

定
セ

ン
タ
ー

岩
手

支
部

等
が

実
施

す
る
介

護
労

働
懇

談
会

、
い

わ
て
で

働
こ
う
推

進
協

議

1
1
8
％
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[福
祉

人
材

研
修

部
] 

〇
 紹

介
就
職
者
に
対
す
る
雇
用
関
係
給
付
金
の

取
扱
い

 

〇
 離

職
し
た
介

護
福
祉
士
等
（
保
育
士
も
含
む

）

届
出
登
録
と
情
報
発
信

 

②
 広

報
・啓

発
事
業

 
 

〇
 ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発
信

 

〇
 
求

人
情

報
誌

・
地

域
情

報
誌

及
び

ラ
ジ
オ
Ｃ

Ｍ
の
活
用

 

③
 人

材
確
保
・育

成
事
業

 

〇
 「
介
護
・保

育
・福

祉
の
就
職
相
談
会
」開

催
 

   〇
 社

会
福
祉
施
設
等
巡
回
訪
問

 

〇
 
「
い
わ
て
就

職
面
接
会

・
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
ふ

る
さ

と
い
わ
て
定
住
財
団
主
催
）へ

の
参
加

 

〇
 
岩

手
労
働

局
等
主

催
ガ
イ
ダ
ン
ス
等

へ
の
参

加
 

〇
 
県
内
各
地
域
（
自

治
体
等
）
で
実
施
し
て
い
る

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
へ
の
参
加

 

〇
 
小

学
校

、
中

学
校

、
高

等
学

校
等

対
象
の
福

祉
の
し
ご
と
紹
介
事
業
〔出

前
講
座
〕 

 
 

〇
 
福

祉
人

材
養

成
校

（
専

門
学

校
、
短

大
、
大

学
）へ

の
出
張
説
明
会

 

④
 会

議
の
開
催

 
 

〇
 福

祉
人
材
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
の
開
催

 

〇
 
福

祉
人

材
養

成
関

係
機

関
等

連
絡

会
議

の

開
催

 

     通
年

 

   7
月
、

2
月

 

               6
月
、

2
月

 

5
月

 

         参
加
者

15
0
人

 

          年
間

15
校

 

会
、
就

職
ガ
イ
ダ
ン
ス
等

へ
の
参

加
及

び
協

力
 

・
求

職
登

録
者

、
研

修
受

講
者

の
就

労
支

援
を
実

施
 

・
雇

用
関

係
助

成
金

の
取

扱
業

務
 

1
5
件

 

・
届

出
制

度
（
介

護
福

祉
士

等
）
シ
ス
テ
ム
登

録
者

5
9
人

（
年

間
目

標
4
1
人

）
 

〇
 
広

報
・
啓

発
事

業
 

 

・
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
に
よ
り
随

時
情

報
を
発

信
 

・
新

聞
広

告
、
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
、
求

人
情

報
誌

、
フ
リ
ー

ペ
ー

パ
ー

の
活

用
 

 〇
 
人

材
確

保
・
育

成
事

業
 

・
「
介

護
・
保

育
・
福

祉
の
就

職
相

談
会

」
実

施
 

 
第

１
回

 
7
月

2
7
日

 
参

加
事

業
所

5
3
法

人
、
参

加
者

7
6
人

 

 
第

２
回

 
2
月

2
9
日

 
参

加
事

業
所

5
9
法

人
 

※
中

止
（
新

型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た
め

）
 

・
社
会
福
祉
施
設
等
巡
回
訪
問

 
 
障
が
い
分
野
施
設

8
法
人
訪
問

 

・
ふ
る
さ
と
い
わ
て
定
住
財
団
、
岩
手
県
等
が
実
施
す
る
「い

わ
て
就
職
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
」 

5
月

18
日
、

9
月

7
日
、

1
1
月

3
0
日
、

2
月

1
5
日

 

・
労
働
局
等
が
主
催
す
る
「福

祉
の
仕
事
就
職
フ
ェ
ア
」1

0
月

2
日

 

 

・
県
内
各
地
域
（自

治
体
等
）で

実
施
し
て
い
る
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
へ
の
参
加

 

 

・
出
前
講
座

1
8
校
（
小

/中
/高

）
 

1
9
回
開
催
、

86
3
人
参
加

 

 ・
福
祉
人
材
養
成
校
が
主
催
す
る
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
就
職
セ
ミ
ナ
ー
説
明
会

 

 
 
（
岩

手
県

立
大

学
、
岩

手
女

子
高

校
）
 

〇
 
会

議
の
開

催
 

・
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
の
開
催

 
7
月

5
日
、

2
月

17
日

 

・
福
祉
人
材
養
成
関
係
機
関
等
連
絡
会
議

 
7
月

1
2
日

 

         

5
1
％

           

1
2
0
％

      

介
護

人
材

マ
ッ
チ

ン
グ
支

援
事
業

 

       

キ
ャ
リ
ア
支

援
員
を
配
置

し
介

護
の
人
材
確
保
・

定
着

を
図

る
た
め
、
求

職
者

へ
の
相

談
支

援
や

福

祉
施
設
・事

業
所
へ
の
助
言
等
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援

事
業
を
実
施
す
る
。

 

〇
 県

内
に
キ
ャ
リ
ア
支
援
員

7
人
を
配
置
し
求
人

求
職
マ
ッ
チ
ン
グ
の
実
施

 

〇
 
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
等

で
の
定

期

出
張
相
談
の
実
施

 

〇
 商

業
施
設
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
臨
時
相
談
会
の

         

求
人
求
職
マ
ッ
チ
ン
グ
数

 

1
0
0
人

 

求
職
相
談
者
数

 1
,0

0
0
人

 

  県
内

24
か
所

で
月

間

4
7
～

52
回

 

 

〇
 
マ
ッ
チ
ン
グ

 
2
0
9
人

 

・
求

職
相

談
者

数
2
,4

6
7
人

 

・
事

業
所

訪
問

数
 

5
6
7
か
所

 

   

・
定

期
出

張
相

談
 
月

4
9
～

5
4
回

実
施

 
 

  

2
0
9
％

 

2
4
6
％

     

1
0
4
％
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【
新

規
】
  

[福
祉

人
材

研
修

部
] 

開
催

 

〇
 情

報
紙
「エ

ー
ル
」の

発
行

 

〇
 介

護
の
し
ご
と
体
験
事
業

 

〇
 介

護
職
再
就
職
支
援
講
座

 

〇
 介

護
施
設
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー

 

 〇
 小

規
模
事
業
所
面
談
会

 

〇
 小

規
模
事
業
所
合
同
研
修
会

 

〇
 介

護
カ
フ
ェ
（介

護
の
し
ご
と
悩
み
相
談
会
） 

〇
 介

護
入
門
研
修
会

 

 年
3
回

 

4
月
～

2
月

 

年
8
回

 

年
2
回

 

 年
7
回

 

年
27

回
 

随
時

 

年
2
回

 

 7･
11
･2

月
発
行

 

10
0
件
、
就
職
率

50
％

 

 県
央
･県

南
各

20
人

 

  ９
圏
域
ご
と
３
回

 

 1
回

10
人
×

2
回

 

 

・
情

報
紙

「
エ
ー

ル
」
発

行
 

8
・
1
1
・
2
月

 
各

1
,5

0
0
部

 

・
介

護
の
し
ご
と
体

験
者

7
6
人

、
就

職
4
6
人

、
就

職
率

6
1
％

 

・
介

護
職

再
就

職
支

援
講

座
 
開

催
8
回

 
参

加
6
8
人

 

・
介
護
施
設
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー

 
参

加
4
8
人

 

第
1
回

県
央

2
2
人

、
第

2
回

県
央

2
6
人

 

・
小

規
模

事
業

所
面

談
会

 
開

催
7
回

 
参

加
4
6
事

業
所

、
1
1
9
人

 

・
小

規
模

事
業

所
合

同
研

修
会

 
開

催
2
7
回

 
参

加
2
9
4
事

業
所

、
4
4
8
人

 

・
介

護
カ
フ
ェ

 
開

催
8
回

 
 
参

加
2
7
人

（
定

員
各

5
人

）
 

・
介

護
入

門
研

修
会

 
修

了
3
8
人

 

 
第

1
回

1
7
人

、
第

2
回

2
1
人

 

 

1
0
0
％

 

1
2
2
％

  

1
2
0
％

   

1
0
0
％

  

1
9
0
％

 

保
育

士
・
保

育
所

支
援

セ

ン
タ
ー

保
育

士
人

材
確

保

事
業

 

    
 

 
 

 
 

 

 

            

 
[福

祉
人

材
研

修
部

] 

①
求
人
求
職
に
係
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し

求
人
求
職
マ
ッ
チ
ン
グ
を
実
施
す
る
。

 

〇
 相

談
支
援
（
見
学
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
含
む
）
、

求
人
求
職
登
録

 

 〇
 県

内
保
育
所
巡
回
訪
問
・自

治
体
等
訪
問

 

〇
 潜

在
保
育
士
向
け
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
発
行

 

 〇
 ほ

い
く
し
カ
フ
ェ
等
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

 

〇
 ほ

い
く
の
し
ご
と
出
張
相
談
の
実
施

 

②
 広

報
・周

知
 

〇
 新

聞
・情

報
紙
等
へ
の
掲
載

 

③
 説

明
会
等
の
実
施

 

〇
 介

護
・保

育
・福

祉
の
就
職
相
談
会
保
育
コ
ー

ナ
ー
で
の
就
職
相
談
及
び
説
明
会

 

〇
 養

成
機
関
等
で
の
就
職
説
明
会

 

④
 
研

修
に
よ
る
保

育
士

人
材

の
確

保
や

質
の
向

上
及
び
定
着
促
進
を
図
る

 

〇
 新

任
保
育
士
（就

業
継
続
支
援
）研

修
 

 

〇
 潜

在
保
育
士
再
就
職
支
援
研
修

 

     年
50

回
 

年
2
回

 

 年
7
回

 

 年
6
回

 

 年
3
回
以
上

 

     年
1
回

 

年
3
回

 

求
人
求
職
マ
ッ
チ
ン
グ
数

 

70
人

 

                研
修
参
加
者

10
0
人

 

研
修
参
加
者

40
人

 

〇
 
マ
ッ
チ
ン
グ

 
1
20

人
（紹

介
状

73
人
、
自
己
応
募
等

4
7
人
） 

・
相
談
支
援

1
,7

19
件

 

潜
在
保
育
士

5
9
8
件
、
そ
の
他
保
育
士

2
4
0
件
、
保
育
所
等

88
1
件

 

・
求
人
登
録

 
49

7
人
（
2
90

件
）、

求
職
登
録

1
64

人
 

・
届
出
登
録

 
10

8
人

 
 

・
保
育
所
訪
問
（
同
行
見
学
含
む
）
延
べ

8
0
か
所
、
市
町
村
担
当
課
訪
問

 
延
べ

28
回

 

・
潜
在
保
育
士
向
け
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー

 
７
月
（
5
0
2
部

/
1
0
2
人
、

4
0
か
所
）
、
１
２
月
（5

1
7
部

/
１

１
7
人
、

4
0
か
所
）
、
３
月
（1

0
0
部

/
1
00

人
） 

・
ほ
い
く
し
カ
フ
ェ

8
回

 
延
べ

3
1
人

 

 〇
 
新
聞
・
情
報
紙
・
自
治
体
広
報
等
掲
載

 
4
4
回

 

 〇
 
介

護
・
保

育
・
福

祉
の
就

職
相

談
会

に
お
い
て
相

談
コ
ー
ナ
ー

を
設

置
。
ま
た
、
養

成
機
関

か

ら
の
依
頼
に
よ
り
就
職
説
明
会
を
実
施
（岩

手
県
立
大
学
） 

    〇
 
新
任
保
育
士
就
業
継

続
支
援
研
修

 
 
6
月

1
9
日

 
8
5
人
参
加

 

〇
 
潜
在
保
育
士
再
就
職
支
援
研
修

 

・
9
月

12
日
（1

4
人
）
 
・
10

月
2
5
日
（1

5
人
）
 
・
1
1
月

28
日
（
6
人
）
 
延
べ

3
5
人
参
加

 

1
7
1
％

                  

8
5
％

 

8
8
％

 

(3
) 
退

職
共

済
制

度
の

適
正

運
営

と
福

利
厚

生
事

業
の

充
実

 

民
間

社
会

福
祉

事
業

職

員
共
済
事
業

 
  

財
政
運
営
の
健
全
化

 

積
立
水
準
回
復
計
画
に
基
づ
き
責
任
準
備
金
率

を
改
善
す

る
と
と
も
に
、
共
済
契
約
者
及
び

会
員
に

対
し
財

政
状

況
等

を
定

期
的

に
報

告
し
、
共

済
事

通
年

 
責
任
準
備
金
率

76
.0
％

 
〇

 
令

和
元

年
度

責
任

準
備

金
率

 
7
1
.3

5
％

 

 
 
（
平

成
3
0
年

度
責

任
準

備
金

率
7
1
.4

4
％

）
 

9
4
％
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[総
務

部
] 

業
の
安
定
的
な
運
営
を
図
る
。

 

福
利

厚
生

セ
ン

タ
ー

受

託
事
業

 
   

[総
務

部
] 

①
 会

員
の
拡
大

 

未
加

入
事

業
所

へ
の
加

入
の
働

き
か
け
を
強

化
し
、
会
員
の
拡
大
を
図
る
。

 

②
 新

規
事
業
の
開
発

 

会
員
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
魅
力
あ
る
新
規
事
業

を
開
拓
す
る
。

 

通
年

 

  通
年

 

80
人
以
上

 

  新
規
メ
ニ
ュ
ー

1
事
業
以

上
 

〇
 
新

規
加

入
 

5
事

業
所

（
3
法

人
）
7
0
人

 

  〇
 
新

規
メ
ニ
ュ
ー

の
開

発
な
し

 

8
8
％

   

0
％

 

 ４
 

社
会

福
祉

事
業

経
営

の
支

援
 

事
業

名
 

事
業

概
要

 
時

期
等

 
達

成
目

標
 

実
績

・
成

果
等

 
達

成
率

 

(1
) 
社

会
福

祉
事

業
経

営
の

支
援

 

社
会

福
祉

経
営

サ
ポ

ー

ト
事
業
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

        

[
福

祉
経

営
支

援
部

]
 

小
規

模
法

人
を
主

た
る
対

象
と
し
た
社

会
福

祉

法
人
の
健
全
な
経
営
と
役
職
員
の
資
質
向
上
の
支

援
及

び
社

会
福

祉
事

業
者
に
よ
る
社
会
貢
献
活
動

の
実

施
の
推

進
を
図

る
ほ
か
、
経

営
協

と
の
連

携

の
下

、
社
会
福

祉
法
人

制
度
改

正
等
に
関

す
る
研

修
を
実
施

す
る
。

 

①
 
経
営

支
援

研
修

会
 

②
 
地
域

公
益

活
動

推
進

セ
ミ
ナ
ー

 

③
 
税
理

士
等
に
よ
る
社
会
福
祉
法
人
経
営
説
明
・

相
談
会

 

④
 
公
益

的
取

組
等

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

 

⑤
 
法
人

経
営

等
に
関
す
る
相
談
へ
の
対
応
等

 

      9
月

 

9
月

 

9
月

 

 2
月

 

通
年

 

      小
規
模
法
人
等

5
法
人

 

小
規
模
法
人
等

5
法
人

 

小
規
模
法
人
等

5
法
人

 

 回
収
率

6
0％

以
上

 

 

※
①
②
③
に
つ
い
て
「社

会
福
祉
法
人
経
営
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
」
と
し
て
実
施

 

 
（
9
月

26
日
、

27
日
／
二
戸
地
区
合
同

庁
舎
） 

    〇
 
経
営
支
援
研
修
会

 9
法
人
（
小
規
模
法
人

5
法
人
、
経
営
協
非
会
員

4
法
人
） 

〇
 
地
域
公
益
活
動
推
進
セ
ミ
ナ
ー

 
8
法
人
（小

規
模
法
人

3
法
人
、
経
営
協
非
会
員

5
法
人
） 

〇
 
税
理
士
等
に
よ
る
社
会
福
祉
法
人
経
営
説
明
・
相
談
会

 2
法
人
（小

規
模
法
人

1
法
人
、
経

営
協
非
会
員

1
法
人
） 

〇
 公

益
的
取
組
等
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

 
調
査
票
回
収
率

 
6
4％

 

〇
 
法
人
経
営
等
に
関
す
る
相
談
へ
の
対
応

 
3
8
件

 

      

1
8
0
％

 

1
6
0
％

 

4
0
％

  

1
0
6
％

 

い
わ

て
障

が
い

者
就

労

支
援

振
興

セ
ン

タ
ー

受

託
事
業
 

           

沿
岸

部
障

が
い
者

就
労

支
援

事
業

所
の

業
務

受
注
の
確
保
や
流
通
販
路
の
確
保
・拡

大
を
図
る
こ

と
に
よ
り
当

該
地

域
の
障

が
い
者

就
労

支
援

事
業

所
の
復
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
事
業
を
実
施

す
る
。

 

①
 職

員
体
制

4
人

 

（統
括

1
人
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

3
人
） 

②
 
沿
岸
被
災
地
の
事

業
所
の
運
営
体
制
の
安
定

化
や

商
品

力
向

上
、
販

路
拡

大
及

び
新

規
立

上

げ
に
向
け
た
支
援

 

○
 専

門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
協
働
し
た
事
業
所
へ
の

個
別
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

 

食
品

、
商

品
デ

ザ
イ
ン
、
経

営
、
販

路
拡

大

等
、
事

業
所

訪
問

に
よ
る
経

営
状

況
及

び
個

          10
回

 

   

沿
岸

4
圏

域
（
久

慈
、

宮
古

、
釜

石
、
気

仙
）
の

平
均
工
賃
の
向
上

 

  

〇
 
平

成
3
0
年

度
工

賃
実

績
（
対

前
年

度
比

の
増

減
）
 

・
久

慈
圏

域
 

1
5
,2

8
3
円

（
1
,2

2
9
円

増
）
 

・
宮

古
圏

域
 

2
1
,0

8
1
円

（
1
0
6
円

増
）
 

・
釜

石
圏

域
 

1
7
,8

3
6
円

（
3
5
円

減
）
 

・
気

仙
圏

域
 

2
5
,0

3
6
円

（
4
3
1
円

減
）
 

2
圏

域
が
増

、
2
圏

域
で
減

 

〇
 
職

員
体

制
4
人

 

・
統

括
1
人

、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

3
人

 

   〇
 
ア
ド
バ

イ
ザ
ー

派
遣

回
数

 
1
3
回

 

   

5
0
％
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[
福

祉
経

営
支

援
部

]
 

別
課
題
の
把
握
、
把
握
し
た
課
題
解
決
に
向
け

た
支
援
等

 

○
 事

業
所
の
課
題
に
対
応
す
る
事
業
所
単
位
等

の
研
修
会
の
開
催

 
 

○
 
事

業
所

の
新

製
品

の
開

発
や

販
路

拡
大

の

取
組
に
よ
る
利
用
者
の
賃
金
･工

賃
の
向
上
支

援
 

○
 
被
災
沿
岸
市

町
村
に
あ
る
事
業
所
と
県

内
の

被
災

沿
岸

市
町

村
以

外
の
市

町
村

に
あ
る
事

業
所
等
と
の
組
合
せ
又
は
共
同
作
業
に
よ
る
商

品
開
発
や
共
同
生
産
、
生
産
力
向
上
の
支
援

 

③
 
企
業
、
官
公
庁
、
消
費
者
に
対
す
る
事
業
所
の

自
主
生
産
製
品
及
び
請
負
作
業
の
受
注
の
支
援

 

④
 
事
業
所
の
自
主
生
産
製
品
の

P
R
、
販
売
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
、
情
報
提
供

 

 ⑤
 
上

記
②

～
④

を
実

施
す

る
た
め
に
必

要
な
調

査
、
課
題
把
握

 

  4
回

 

 通
年

 

  通
年

 

   通
年

 

 通
年

 

  通
年

 

  〇
 
研

修
会

開
催

回
数

 
8
回

 

本
会

企
画

 
5
回

、
事

業
所

単
位

 
1
回

、
本

会
職

員
講

師
対

応
研

修
 

2
回

 

〇
 
共

同
受

注
窓

口
事

業
と
連

動
し
、
常

設
店

舗
や

イ
ベ

ン
ト
販

売
等

で
、
各

事
業

所
の

新

製
品

等
の
販

売
機

会
の
設

け
、
利

用
者

の
賃

金
・
工

賃
の
向

上
を
支

援
 

 〇
 
釜

石
の

橋
野

鉄
鋼

山
ク
ッ
キ
ー

、
い

わ
て
福

盛
り
、
も
し
も
の

備
え
、
三

陸
復

興
ギ
フ
ト
の

継
続

販
売

／
黄

色
い
ト
マ
ト
の
レ
ト
ル

ト
カ
レ
ー

の
受

託
製

造
 

  〇
 
共

同
受

注
窓

口
事

業
と
連

動
し
た
商

品
販

売
促

進
及

び
役

務
・

請
負

作
業

の
受

注

支
援

 

〇
 
東

日
本

大
震

災
復

興
支

援
イ
ベ

ン
ト
や

沿
岸

市
町

村
で

開
催

さ
れ

る
販

売
イ
ベ

ン
ト
、

全
国

ナ
イ
ス
ハ

ー
ト
バ

ザ
ー

ル
等

で
、
沿

岸
市

町
村

の
事

業
所

製
品

の
販

売
を
実

施
し
た

他
、
岩

手
県

ふ
る
さ
と
納

税
返

礼
品

、
ノ
ベ

ル
テ
ィ
商

品
の
受

注
取

次
ぎ
等

を
実

施
 

〇
 
食

品
表

示
法

の
改

正
に
係

る
新

表
示

法
へ

の
移

行
を
把

握
し
な
が
ら
、
研

修
と
併

せ
個

別
支

援
を
実

施
。
ま
た
、
改

正
食

品
衛

生
法

へ
の

対
応

状
況

と
今

後
の

支
援

要
望

に
つ

い
て
調

査
を
実

施
 

   

共
同
受
注
窓
口
事
業
 

                 

県
内

障
が
い
者

就
労

支
援

事
業

所
の
利

用
者

が
将
来
的
に
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
働
き
た
い
気
持
ち
の
実
現
と
工
賃
の
向

上
に
よ
る
所

得
の
確

保
を
進

め
る
こ
と
を
目

的
に
、

事
業
を
実
施
す
る
。

 

①
 
障
が
い
者
就
労
支

援
事

業
所
商
品
の
販
売
活

動
の
推
進

 

〇
 県

内
大
手
ス
ー
パ
ー
等
で
の
販
売
活
動
の
推

進
 

〇
 県

外
企
業
等
へ
の
商
品
販
売
の
推
進

 

②
 
障

が
い
者

就
労

支
援

事
業

所
に
よ
る
役

務
の

受
注
拡
大
の
促
進

 

③
 
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
を
活

用
し
た
加

入
事

業
所

の

活
動
紹
介
及
び
商
品
情
報
の
発
信

 

    

     通
年

 

    通
年

 

 通
年

 

 通
年

 

 通
年

 

 

     取
扱
売
上
高
の
向
上

 

3,
40

0
万
円
以
上

 

 

〇
 
加

入
事

業
所

数
 

8
7
事

業
所

（
※

重
複

契
約

あ
り
）
 

・
販

売
契

約
 

 
 

 
 

6
1
事

業
所

 

・
役

務
・
請

負
契

約
 

7
1
事

業
所

 

  〇
 
取

扱
売

上
高

 
3
7
,1

2
8
,7

7
5
円

 

・
販

売
活

動
売

上
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 2
2
,3

4
9
,8

5
1
円

 

・
役

務
受

注
売

上
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 1

3
,0

3
3
,0

0
4
円

 

・
イ
ベ

ン
ト
販

売
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

9
3
8
,8

3
3
円

 

・
手

数
料

収
入

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
2
2
1
,2

6
1
円

 

・
日

本
セ
ル

プ
セ
ン
タ
ー

福
祉

施
設

向
け
商

品
販

売
 
 

 
 

 
 5

8
5
,8

2
6
円

 

 〇
 
共

同
受

注
セ
ン
タ
ー

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
に

会
員

事
業

所
製

品
情

報
を
掲

載
し
、
ネ
ッ
ト
注

文
に
よ
る
商

品
受

注
を
実

施
 

・
食

品
 

 
 

 
 
 
2
8
2
ア
イ
テ
ム

 

・
飲

料
 

 
 
 

 
 
 
6
1
ア
イ
テ
ム

 

・
雑

貨
 

 
 
 

 
 
1
4
8
ア
イ
テ
ム

 

・
ギ
フ
ト
商

品
 

 
 

 9
ア
イ
テ
ム
（
食

品
の
み

）
 

     

1
0
9
％
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[福
祉

経
営

支
援

部
]
 

④
 
加

入
事

業
所

間
の
連

携
の
促

進
（
加

入
事

業

所
商
品
の
コ
ラ
ボ
、
共
同
開
発
商
品
の
企
画
開
発

 

 ⑤
 
食
品
表
示
法
の
制
定
や

食
品
表
示
基
準
の
改

正
、
ハ
サ
ッ
プ
の
導
入
等
、
食
品
製
造
に
係
る
制

度
改
正
対
応
等
、
商
品
販
売
に
係
る
事
業
所
の

取
組
支
援

 

〇
 
過

去
、
開

発
商

品
の
継

続
販

売
及

び
製

造
受

注
の
支

援
［
再

掲
］
 

釜
石

の
橋

野
鉄

鋼
山

ク
ッ
キ
ー

、
い
わ

て
福

盛
り
、
三

陸
復

興
ギ
フ
ト
の
継

続
販

売
、
及

び
黄

色
い
ト
マ
ト
の
レ
ト
ル

ト
カ
レ
ー

の
受

託
製

造
の
継

続
を
支

援
 

〇
 
改

正
食

品
表

示
法

、
改

正
食

品
衛

生
法

に
係

る
H

A
C

C
P

制
度

、
職

場
環

境
改

善
に

係
る
研

修
を
開

催
 

5
回

 

岩
手
県
農
福
連
携
総
合

支
援
事
業
 

 
 

 

               

[福
祉

経
営

支
援

部
] 

農
業

分
野

で
の
障

が
い
者

の
就

労
を
支

援
し
、

障
が
い
者
の
工
賃
向
上
、
職
域
の
拡
大
及
び

農
業

の
支
え
手
の
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
事
業
を
実

施
す
る
。

 

①
 
農
業
者
と
障
が
い
者
就
労
施
設
の
マ
ッ
チ
ン
グ

支
援

 

②
 農

業
関
係
者
向
け
研
修
会
の
実
施

 

③
 
障
が
い
者
就

労
支

援
施

設
職

員
向

け
農

業
セ

ミ
ナ
ー
の
実
施

 

  ④
 
特
別
支
援
学
校
向

け
農

福
連
携
説
明
会
の
実

施
 

 ⑤
 岩

手
県
農
福
連
携
グ
ラ
ン
プ
リ
大
会
の
開
催

 

 ⑥
 農

福
連
携
マ
ル
シ
ェ
の
実
施

 

生
産

活
動
と
し
て
農

業
を
実

施
し
て
い
る
障
が

い
者
就
労
施
設
に
よ
る
マ
ル
シ
ェ
（
市
場
）
を
開
催

す
る
。

 

    通
年

 

 4
回

 

基
礎

4
回

 

専
門

2
コ
ー
ス

 

  1
3
回

 

  1
回

 

 2
回

 

 

農
業

者
と
障

が
い

者
就

労
支

援
事

業
所

と
の

マ

ッ
チ
ン
グ

 
 

 施
設

外
就

労
新

規
契

約

1
件
以
上

 

  

〇
 
職

員
体

制
 
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

3
人

配
置

 

   〇
 
新

規
マ
ッ
チ
ン
グ

 
1
4
件

 

 〇
 
農
業
者
向
け
研
修
会
の
開
催

 
1
0
回

 

〇
 
障
が
い
者
就
労
支
援
施
設
職
員
向
け
農
業
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

 
基
礎
セ
ミ
ナ
ー

4
回
、
専
門
セ

ミ
ナ
ー

1
コ
ー
ス
（
り
ん
ご
栽

培
コ
ー

ス
）
 

※
 
年

度
当

初
の
事

業
仕

様
書

に
基

づ
き
、
基

礎
セ
ミ
ナ

ー
4

回
、
専

門
セ
ミ
ナ

ー
1

コ

ー
ス
を
開

催
。

 

〇
 
特
別
支
援
学
校
向
け
農
福
連
携
説
明
会
の
開
催

 
1
3
回

 

※
 
 
う
ち

1
回
は
、
台

風
第

1
9
号

被
害

に
よ
り
、
１
校

開
催

中
止

と
な
っ
た
た
め

、
農

業

従
事

者
を
対

象
に
し
た
研

修
会

で
の
説

明
に
振

り
替

え
て
実

施
 

〇
 
岩
手
県
農
福
連
携
グ
ラ
ン
プ
リ
大
会
の
開
催

 

決
勝
大
会

1
回
、
予
選
会

3
回

 

〇
 
農

福
連

携
マ
ル

シ
ェ
の
実

施
 

3
回

 

 

 

    

1
,4

0
0
％

   

【
新

規
事

業
】

 

水
産

加
工

･
障

が
い

 

福
祉

マ
ッ

チ
ン

グ
事

業
 

      

県
復
興
局
所
管
の
新
規
事
業
。
水
産
加
工
業
者

と
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
結
び
つ
け
、
両

者
の
課
題
解
消
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
す
る
事

業
で
あ
る
。

 

①
 
水

産
加

工
業

の
作

業
の
中

で
、
障

が
い
福

祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
請
け
負
え
る
作
業
の
抽
出

 

②
 
障

が
い
者

雇
用

に
関

心
の
あ
る
水

産
加

工
業

者
の
掘
り
起
こ
し

 

 ③
 
水

産
加

工
業

の
作

業
に
つ

い
て
請

負
を
希

望

    通
年

 

 通
年

 

  通
年

 

          

    〇
 
沿

岸
の

事
業

所
が
行

っ
て
い

る
役

務
・
請

負
受

託
業

務
及

び
施

設
外

就
労

業
務

を
調

査
 

〇
 
沿

岸
広

域
振

興
局

と
連

携
し
て
水

産
加

工
業

者
を
訪

問
し
、
就

労
支

援
事

業
所

へ
の

受
託

作
業

や
障

が
い

者
雇

用
に

関
す

る
状

況
把

握
及

び
今

後
の

意
向

を
確

認
。
併

せ

て
、
水

産
加

工
原

料
セ
ミ
ナ

ー
で
本

事
業

を
説

明
 

〇
 
就

労
支

援
事

業
所

を
訪

問
し
、
水

産
加

工
業

務
の

内
容

説
明

を
行

う
と
と
も
に

、
実

施
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[福
祉

経
営

支
援

部
] 

す
る
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
掘
り
起
こ

し
 

④
 水

産
加
工
業
者
と
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
が
抱
え
る
課
題
の
抽
出
と
整
理

 

⑤
 
②

及
び

③
で
掘

り
起

こ
し
し
た
業

者
と
事

業
所

の
マ
ッ
チ
ン
グ
（マ

ッ
チ
ン
グ
目
標
件
数

2
件
以
上
）
 

  通
年

 

 通
年

 

    2
件
以
上

 

 

を
検

討
す

る
事

業
所

に
つ

い
て
は

、
作

業
内

容
の

見
学

と
説

明
の

た
め

、
依

頼
企

業
へ

の
訪

問
に
同

行
 

〇
 
水

産
加

工
業

務
に
関

す
る
水

産
加

工
業

者
及

び
福

祉
サ

ー
ビ
ス
事

業
所

の
課

題
を
ヒ

ア
リ
ン
グ
に
よ
り
抽

出
し
、
県

復
興

局
と
共

有
 

〇
 
マ
ッ
チ

ン
グ
件

数
 

3
件

 

 

    

1
5
0
％

 

(2
) 
適

正
な

サ
ー

ビ
ス

評
価

の
実

施
 

福
祉

サ
ー

ビ
ス

第
三

者

評
価
事
業

 
             

 

[福
祉

経
営

支
援

部
] 

福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
質
を
客
観
的
か
つ

専
門
的
に

第
三
者
が
評
価
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
サ
ー

ビ
ス
の
質

の
向
上
を
目
指
す
経
営
者
を
支
援
す
る
。

 

①
 受

審
事
業
所
数

 

②
 
事
務
局
体
制
の
強
化
及
び

業
務
方
法
の
標
準

化
を
図
り
迅
速
な
業
務
遂
行

 

③
 県

指
定
評
価
調
査
者
養
成
研
修

 

  ④
 県

指
定
評
価
調
査
者
継
続
研
修

 

 ⑤
 評

価
調
査
者
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

 

 ⑥
 受

審
事
業
者
自
己
評
価
研
修

 

⑦
 受

審
結
果
報
告
会
の
実
施

 

⑧
 
社
会
的
養
護
等
施
設
評
価
調
査
者
の
養
成
継

続
研
修

 

   通
年

 

通
年

 

 年
1
回

 

  年
1
回

 

 年
2
回

 

 年
1
回

 

随
時

 

年
1
回

 

   15
か
所

 

  養
成
数

6
人

 

  50
人

 

 50
人

 

 60
事
業
所

 

15
か
所

 

養
成

2
人
､継

続
2
人

 

   〇
 
受
審
事
業
所
数

 
14

か
所

 

  〇
 
県
指
定
評
価
調
査
者
養
成
研
修

 

 
 

6
月

24
日
～

26
日
、

28
日
／
実
習

8～
10

月
／
総
括

11
月

13
日
を
実
施
。
受
講
者

9
人

（う
ち
修
了

9
人
、
本
会
登
録

5
人
） 

〇
 県

指
定
評
価
調
査
者
継
続
研
修

 

（3
月

26
日
開
催
予
定
⇒
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
） 

〇
 
評
価
調
査
者
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

 

5
月

21
日
、

28
人
／

10
月

19
日
、

17
人

 
 
延
べ

45
人

 

〇
 
受
審
事
業
者
自
己
評
価
研
修

 
6
月

24
日
、

25
日
／
参
加
者

54
人
（4

0
事
業
所
） 

〇
 
受
審
結
果
報
告
会
の
実
施

 
6
か
所

 

〇
 
社
会
的
養
護
関
係
施
設
評
価
調
査
者
の
養
成

2
人
／
継
続
研
修
受
講

2
人

 
 
（全

社
協
主

催
 

5
月

8
日
、

9
日
／

4
月

11
日
、

12
日
） 

   

9
3
％

   

1
5
0
％

   

0
％

  

9
0
％

  

6
6
％

 

4
0
％

 

1
0
0
%
 

 ５
 

多
様

な
組

織
等

と
の

連
携

協
働

 

事
業

名
 

事
業

概
要

 
時

期
等

 
達

成
目

標
 

実
績

・
成

果
等

 
達

成
率

 

(1
) 
種

別
協

議
会

・
部

会
活

動
を

通
じ

た
福

祉
サ

ー
ビ

ス
向

上
の

取
組

と
サ

ー
ビ

ス
利

用
者

の
福

祉
増

進
 

市
町

村
社

会
福

祉
協

議
会

部
会

事
業

(再
) 

（
6
ペ

ー
ジ

参
照

）
 

 
 

 
 

種
別

協
議

会
活

動
推

進

事
業
 

     

事
業

種
別

を
単

位
と
し
た
連

絡
協

議
、
調

査
研

究
、
研
修
等
を
行
う
と
と
も
に
関
係
機
関
団
体
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
く
こ
と
に
よ
り
、
会
員
で
あ
る
社
会
福

祉
法

人
及

び
施

設
・
事

業
所

が
地

域
に
お

け
る
多

様
な
福
祉
ニ
ー

ズ
に
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
組
織

事
務
を
担
う
。

 

 
ま
た
、
各

協
議

会
中

期
活

動
ビ
ジ
ョ
ン
の
見

直
し

通
年

 
 

 
各

種
別

協
議

会
の
事

業
計

画
に
基

づ
き
、
お

お
む

ね
予

定
ど
お

り
に
実

施
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[福
祉

経
営

支
援

部
] 

を
図
り
、
活
動
を
進
め
る
。

 

〇
 社

会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会

 

〇
 高

齢
者
福
祉
協
議
会

 

〇
 障

が
い
者
福
祉
協
議
会

 

〇
 保

育
協
議
会

 

〇
 児

童
福
祉
施
設
協
議
会

 

〇
 児

童
館
・放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
協
議
会

 

(2
)
多

様
な

組
織

等
と

の
連

携
協

働
の

推
進

事
務

受
託

団
体

支
援

事

業

[福
祉

人
材

研
修

部
] 

[福
祉

経
営

支
援

部
] 

[地
域

福
祉

企
画

部
] 

[総
務

部
] 

事
務
を
受
託
し
て
い
る

10
の
団
体
の
適
正
な
運

営
と
事
業
の
促
進
に
努
め
る
。

 

〇
 一

般
社
団
法
人
岩
手
県
介
護
福
祉
士
会

 

〇
 岩

手
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

 

〇
 岩

手
県
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
協
議
会

 

〇
 
岩

手
県

地
域

包
括

・
在

宅
介

護
支

援
セ
ン
タ

ー
協
議
会

 

〇
 岩

手
県
知
的
障
害
者
福
祉
協
会

 

(岩
手
県
知
的
障
害
児
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会

) 

〇
 東

北
地
区
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
協
議
会

 

〇
 東

北
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
福
祉
施
設
協
議
会

 

〇
 岩

手
県
里
親
会

 

〇
 岩

手
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

 

（1
0
ペ
ー
ジ
参
照
） 

〇
 公

益
財
団
法
人
岩
手
県
福
祉
基
金

 

通
年

 
各

団
体

の
事

業
計

画
に
基

づ
き
、
お

お
む

ね
予

定
ど
お

り
に
実

施
 

６
 

指
定

管
理

施
設

の
管

理
運

営
 

事
業

名
 

事
業

概
要

 
時

期
等

 
達

成
目

標
 

実
績

・
成

果
等

 
達

成
率

 

ふ
れ

あ
い

ラ
ン

ド
岩

手

の
管
理
運
営
 

こ
れ

ま
で
の
経

験
と
蓄

積
さ
れ

た
ノ
ウ
ハ

ウ
を
最

大
限
に
生
か
し
、
効
率
的
な
運
営
と
魅
力
あ
る
事
業

の
企
画
実
施
に
努
め
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
安

全
性
の
高
い
堅
実
な
施
設
運
営
を
行
っ
て
い
く
。

 

①
教
室
の
開
催

通
年

 

通
年

 

総
利
用
者
数

 

25
2,

00
0
人

 

（内
訳
） 

一
般

(学
生
含
む

) 
11

8,
00

0
人

 

高
齢
・障

が
い
者

 1
21

,0
00

人
 

そ
の
他

  
  

  
  

 1
3,

00
0
人

 

開
館
以
来
の
累
計
数

 

5,
50

6,
00

0
人

 

開
催
回
数

 
 

34
1
回

 

[目
標

に
対

す
る
実

績
] 

〇
 
年

間
利

用
者

数
 

 
2
2
8
,9

6
6
人

 

内
訳

：
 

一
般

（
学

生
含

む
）
 

 
 

9
6
,0

5
1
人

 

高
齢

者
 

 
 

9
3
,9

5
7
人

 

障
が
い
者

 
 

2
3
,0

5
4
人

 

そ
の
他

 
 

 1
5
,9

0
4
人

 

〇
 
開

館
以

来
の
累

計
利

用
者

数
 

5
,4

8
4
,6

7
1
人

 

［
事

業
の
取

組
状

況
］
 

〇
 
教

室
等

の
開

催
 

 
2
7
1
回

（
ス
ポ
ー

ツ
2
4
5
回

 
文

化
2
6
回

）
 

9
1
％

 

8
1
％

 

9
7
％

 

1
2
2
％

 

1
0
0
％

 

7
9
％
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[
ふ

れ
あ

い
ラ

ン
ド

岩
手

]
 

障
が

い
者

や
高

齢
者

を
中

心
と
し
た
ス
ポ
ー

ツ
・文

化
教
室
（講

座
）を

開
催
す
る
。

②
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

利
用
者
と
地
域
住
民
と
の
交
流
を
促
進
す
る
た

め
、
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
祭
等
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
。

 

③
支
援
事
業
の
実
施

〇
 
地

域
の
障

が
い

者
団

体
や

高
齢

者
団

体
等

か
ら
依

頼
を
受

け
て
、
ス
ポ
ー

ツ
指

導
な
ど
を

実
施
す
る
。

 

〇
 
障

が
い
者

や
高

齢
者

等
の
ふ

れ
あ
い
ラ
ン
ド

利
用

者
か
ら
依

頼
を
受

け
て
、
ス
ポ
ー

ツ
活

動

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

 

④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

初
心

者
手

話
講

座
等

を
開

催
す

る
と
と
も
に
、

活
動

の
場

の
提

供
に

よ
り
取

組
の

活
発

化
を
図

る
。

 

通
年

 

随
時

 

通
年

 

開
催
回
数

 
 

 
8
回

 

―
 

開
催
回
数

 
 

 
14

回
 

各
種

水
泳

教
室

や
親

子
工

作
教

室
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教

室
等

 

〇
 
イ
ベ

ン
ト
の
開

催
 
７
回

 

ち
び

っ
こ
フ
ェ
ス
タ
、
さ
ま
ち
ゃ
れ

ラ
ン
ド
、
ふ

れ
あ
い
ラ
ン
ド
祭

、
健

康
測

定
会

、
ふ

れ
あ

い
ス
ポ
ー

ツ
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
さ
わ
や

か
交

流
水

泳
記

録
会

、
体

組
成

分
測

定
会

 

〇
 
支

援
事

業
の
実

施
 

・
ス
ポ
ー

ツ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事

業
 

 
5
5
回

 
 

・
団

体
指

導
（
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
＆

ス
ポ
ー

ツ
）
 

2
1
2
回

来
館

指
導

 
1
5
0
回

 
 

訪
問

指
導

 
6
2
回

 

・
個

人
指

導
（
サ
ポ
ー

ト
タ
イ
ム
）
 

7
5
4
回

〇
 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養

成
講

座
等

の
開

催
回

数
 

 
 
1
4
回

 

 
初

心
者

手
話

教
室

 
 

 
1
0
回

 

 
 
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
手

話
教

室
 

 
 
４
回

 

 
 
活

動
の
場

の
提

供
及

び
教

室
等

の
支

援
 

8
8
％

 

1
0
0
％

 

７
 

県
社

協
の

活
動

基
盤

の
強

化
 

事
業

名
 

事
業

概
要

 
時

期
等

 
達

成
目

標
 

実
績

・
成

果
等

 
達

成
率

 

県
社
協
財
政
基
盤
の
適
正

化

[総
務

部
] 

①
自
主
財
源
の
確
保

県
社

協
本

来
の
使

命
や

役
割

を
認

識
し
、
地

域
福

祉
の
推

進
に
結

び
つ

く
新

た
な
事

業
の
開

発
な
ど
の

た
め

、
多

様
な
自

主
財

源
を
確

保
す

る
。

 

②
経
費
の
削
減

職
員

に
よ
る
カ
イ
ゼ
ン
運

動
を
通

じ
て
事

業
費

及
び
事
務
費
の
削
減
を
図
る
。

 

通
年

 

通
年

 

協
賛
金
対
前
年
度
比

 

5％
増

 

対
前
年
度
比

2％
減

 

〇
 
企

業
、
団

体
(4

9
4
か
所

)及
び

病
院

(1
,1

9
2
か
所

)に
対

し
協

賛
金

を
依

頼
 

入
金

実
績

3
2
9
件

、
3
,6

3
4
千

円
（
前

年
度

2
2
5
件

、
2
,4

6
1
千

円
）
 

〇
 
事

務
諸

費
（
消

耗
品

費
、
コ
ピ
ー

機
使

用
料

、
光

熱
水

費
、
車

輌
燃

料
費

、
通

信
運

搬
費

、
P
C

等
事

務
機

器
賃

借
料

等
）
 

実
績

 
4
6
,7

2
8
千

円
（
対

前
年

度
7
0
5
千

円
減

 
1
.5
％

減
）
 

1
4
7
％

 

7
5
％

 

組
織

強
化

の
た

め
の

取

組
の
推
進

①
会
計
監
査
人
の
設
置

経
営
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
強
化
す
る
た
め
会

計
監
査
人
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
の
費
用
財

源
を
安
定
的
に
確
保
す
る
。

 

②
税
理
士
等
へ
の
業
務
委
託

税
理
士
や

社
会
保
険
労
務
士
等
の
専
門
家
へ

の
業
務
委
託
を
検
討
す
る
。

 

③
職
員
の
育
成

職
員

研
修

計
画

に
基

づ
き
職

員
研

修
を
実

施

通
年

 

通
年

 

通
年

 

〇
 
会

計
監

査
人

に
よ
る
監

査
の
実

施
 

2
回

 

〇
 
税

理
士

等
へ

の
業

務
委

託
を
検

討
 

〇
 
職

員
研

修
の
実

施
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[総
務

部
] 

し
、
職
員
育
成
を
図
る
。

 

④
会
員
の
拡
大

未
加
入
施
設

・
事

業
所
に
対
し
、
会
員
と
な
る
こ

と
の
メ
リ
ッ
ト
を
説
明
し
会
員
の
拡
大
を
図
る

 

通
年

 
20

事
業
所
以
上

 
〇

 
1
4
施

設
団

体
（
新

規
加

入
）
 

7
0
％
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